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第24回剣道八段選抜大会
日時：令和6年9月7日（土）　午後2時30分開会

場所：東京武道館　主催：一般財団法人東京都剣道連盟

第63回東京都剣道選手権大会
日時：令和6年9月7日（土）　午前9時開会

場所：東京武道館　主催：一般財団法人東京都剣道連盟
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一
般
財
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法
人
東
京
都
剣
道
連
盟

一
般
財
団
法
人
東
京
都
剣
道
連
盟

常
任
理
事
・
女
性
委
員
会
委
員
長

常
任
理
事
・
女
性
委
員
会
委
員
長

吉
岡
吉
岡 

成
子
成
子

　

コ
ロ
ナ
禍
と
少
子
化
の
進
行
に
伴
い
、
東
京
都
に
お
け
る
剣
道
人
口
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
中
で
、
女
性
剣
士
の
数
は
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
現
在
、
東
京

都
剣
道
連
盟
の
会
員
の
約
2
割
、
初
段
取
得
者
の
約
3
割
を
女
性
が
占
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
の
女
性
の
高
段
者
の
増
加
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
本
連
盟
に
お
け
る
剣
道
七
段
の
女
性
は
、
令
和
3
年
に

１
０
０
名
を
突
破
し
て
以
降
も
順
調
に
増
え
続
け
、
令
和
5
年
に
は
１
６
６
名

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
連
盟
の
所
属
団
体
に
お
い
て
も
、
会
長
を
は
じ
め
副

会
長
、
常
任
理
事
な
ど
女
性
が
役
職
に
就
く
こ
と
が
増
え
、
女
性
を
対
象
と
し

た
稽
古
会
の
実
施
な
ど
の
取
り
組
み
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
に

は
本
連
盟
に
女
性
の
評
議
員
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
地
域
で
は
幼
少
年
の
剣
道
指
導
の
多
く
を
女
性
剣
士
が
担
い
、
そ
の

丁
寧
な
指
導
に
よ
り
未
来
を
担
う
幼
少
年
の
剣
道
人
口
を
支
え
て
い
ま
す
。
本

連
盟
の
女
性
委
員
会
は
、
女
性
へ
の
剣
道
普
及
、
女
性
指
導
者
の
育
成
・
活
用

等
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
で
幼
少
年
等
の
剣
道
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
女
性

剣
士
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
令
和
3
年
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
以

来
、
女
子
剣
道
稽
古
会
、
女
子
剣
道
講
習
会
等
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
女
性
剣
士
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聴
取
し
た
り
、
各
所
属
団
体
を
通
し
て

女
性
の
活
躍
状
況
に
つ
い
て
の
実
態
把
握
を
行
っ
た
り
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
昨
年
度
か
ら
は
、
女
性
委
員
会
主
催
の
女
子
稽
古
会
を
開
催
し
そ
の
充

実
を
図
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
す
で
に
2
月
、
4
月
の
2
回
、
女
性
委
員
会
主
催
と
銘
打
っ
て
の

女
子
剣
道
稽
古
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
7
月
6
日
（
土
）
に
は
、

全
日
本
都
道
府
県
対
抗
女
子
剣
道
優
勝
大
会
及
び
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
剣
道
競

技
の
東
京
都
代
表
の
女
性
選
手
の
壮
行
会
を
兼
ね
て
、
東
京
武
道
館
大
武
道
場

に
お
い
て
女
子
剣
道
稽
古
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、9
月
21
日
（
土
）

に
は
、
午
前
午
後
の
2
回
に
分
け
、
日
本
剣
道
形
を
中
心
と
し
た
女
子
稽
古
会

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ど
う
か
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
女
性
委
員
会
主
催
の
稽
古
会
で
は
、自
分
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
担
い
、

支
え
る
と
の
暖
か
い
お
気
持
ち
の
も
と
、
多
く
の
高
段
者
の
女
性
に
ご
参
画
い

た
だ
き
、
よ
り
充
実
し
た
稽
古
会
と
な
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
京
都
は
女
性
剣
士
の
層
も
厚
く
、
恵
ま
れ
た
稽
古
環
境
の
も
と
に
あ
る
と

い
え
ま
す
が
、
構
造
的
な
少
子
化
の
進
行
や
育
児
と
剣
道
の
両
立
、
長
く
剣
道

を
続
け
て
い
く
た
め
の
健
康
面
で
の
取
り
組
み
等
、
生
涯
剣
道
の
実
践
に
は
ま

だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
女
性
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
と
も
ア
ン

ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、
ご
要
望
を
踏
ま
え
、
女
性
に
対
す
る
剣
道
普

及
と
そ
の
充
実
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
の
ご
支
援
、

叱
咤
激
励
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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令
和
6
・
7
年
度
新
役
員

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

東
京
都
剣
道
連
盟
居
合
道
部
会
に
お
き
ま
し
て
、
令
和
６
年
度
定
時
評
議
員
会
な
ら
び
に
臨
時
理
事
会
を
開
催
し
、
次
の
通
り
、

令
和
６
年
、
７
年
度
の
役
員
お
よ
び
理
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
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3

令
和
5
年
度
事
業
報
告

【
４
月
】

1
日
（
土
）
東
京
都
居
合
道
大
会	

571
名
参
加

1
日
（
土
）
女
子
剣
道
審
判
講
習
会	

98
名
参
加

1
日
（
土
）
女
子
剣
道
稽
古
会	

94
名
参
加

2
日
（
日
）
東
京
剣
道
祭	

933
名
参
加

15
日
（
土
）
国
体
選
手
選
考
会	

346
名
参
加

15
日
（
土
）
女
子
剣
道
稽
古
会	

51
名
参
加

23
日
（
日
）
剣
道
四
・
五
段
審
査
会	

524
名
参
加

23
日
（
日
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

109
名
参
加

【
５
月
】

14
日
（
日
）
都
民
体
育
大
会	

43
区
市
参
加

14
日
（
日
）
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
女
子

　
　
　
　
　
　

剣
道
優
勝
大
会
予
選
会	
93
名
参
加

21
日
（
日
）
剣
道
高
段
者
稽
古
会	
30
名
参
加

21
日
（
日
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

65
名
参
加

23
日
（
火
）
国
体
二
次
選
考
会	

32
名
参
加

27
日
（
土
）
東
京
都
女
子
年
齢
別
剣
道
大
会	

294
名
参
加

【
６
月
】

5
日
（
月
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

　

51
名
参
加

11
日
（
日
）
剣
道
講
師
要
員
研
究
会	

45
名
参
加

17
日
（
土
）
居
合
道
審
判
実
技
講
習
会	

203
名
参
加

【
７
月
】

1
日
（
土
）
剣
道
六
・
七
段
受
審
者
講
習
会	

92
名
参
加

1
日
（
土
）
剣
道
登
録
審
査
要
員
等
研
修
会	

276
名
参
加

8
日
（
土
）
東
京
都
女
子
剣
道
選
手
権
大
会	

99
名
参
加

8
日
（
土
）
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年

　
　
　
　
　
　

剣
道
優
勝
大
会
選
手
選
考
会	

89
名
参
加

10
日
（
月
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

　

53
名
参
加

15
日
（
土
）
全
日
本
居
合
道
大
会
予
選
会	

45
名
参
加

16
日
（
日
）
杖
道
指
導
者
審
判
講
習
会	

105
名
参
加

22
日
（
土
）
東
京
都
杖
道
大
会
・

　
　
　
　
　
　

東
京
杖
道
祭	

256
名
参
加

22
日
（
土
）
女
子
剣
道
講
習
会	

54
名
参
加

【
８
月
】

12
日
（
土
）
剣
道
四
・
五
段
受
審
者
講
習
会	

87
名
参
加

12
日
（
土
）
剣
道
登
録
審
査
要
員
等
研
修
会	

91
名
参
加

20
日
（
日
）
国
体
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会	

24
チ
ー
ム
参
加

【
９
月
】

2
日
（
土
）
東
京
都
剣
道
選
手
権
大
会	

218
名
参
加

2
日
（
土
）
寬
仁
親
王
杯
剣
道

　
　
　
　
　
　

八
段
選
抜
大
会	

32
名
参
加

3
日
（
日
）
東
京
都
青
年
剣
道
大
会
男
子	

36
区
市
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
子	

22
区
市
参
加

3
日
（
日
）
都
民
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
大
会	

34
区
市
参
加

16
日
（
土
）
居
合
道
伝
達
講
習
会	

249
名
参
加

18
日
（
祝
）
居
合
道
四
・
五
段
審
査
会	

87
名
参
加

24
日
（
日
）
剣
道
八
段
受
審
者
講
習
会	

42
名
参
加

【
10
月
】

1
日
（
日
）
杖
道
四
・
五
段
審
査
会	

44
名
参
加

1
日
（
日
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

76
名
参
加

19
日
（
木
）
シ
ニ
ア
健
康
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルT

O
K
Y
O
	

225
名
参
加

【
11
月
】

25
日
（
土
）
剣
道
四
・
五
段
審
査
会	

843
名
参
加

27
日
（
月
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

60
名
参
加

【
12
月
】

3
日
（
日
）
東
京
都
形
剣
道
大
会	

76
チ
ー
ム
参
加

4
日
（
月
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

53
名
参
加

13
日
（
水
）
授
業
協
力
者
養
成
講
習
会	

19
名
参
加

令
和
6
年

【
１
月
】

22
日
（
月
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

79
名
参
加

【
２
月
】

3
日
（
土
）
全
日
本
都
道
府
県
対
抗

　
　
　
　
　
　

剣
道
優
勝
大
会
予
選
会	
211
名
参
加

3
日
（
土
）
女
子
剣
道
稽
古
会	
67
名
参
加

12
日
（
休
）
東
京
都
少
年
剣
道
大
会	

38
チ
ー
ム
参
加

12
日
（
休
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

101
名
参
加

17
日
（
土
）
剣
道
四
・
五
段
審
査
会	

564
名
参
加

23
日
（
祝
）
剣
道
八
段
受
審
者
講
習
会	

101
名
参
加

25
日
（
日
）
東
京
都
剣
道
大
会	

46
加
盟
団
体
参
加

【
３
月
】

4
日
（
月
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

57
名
参
加

16
日
（
土
）
居
合
道
四
・
五
段
審
査
会	

90
名
参
加

20
日
（
祝
）
杖
道
四
・
五
段
審
査
会	

38
名
参
加

24
日
（
日
）
杖
道
指
導
者
審
判
講
習
会	

82
名
参
加

24
日
（
日
）
剣
道
高
段
者
稽
古
会	

　

27
名
参
加

24
日
（
日
）
剣
道
合
同
稽
古
会	

87
名
参
加

令和 5年度剣道・居合道・杖道四・五段審査会の結果

年月日 段位 受審者 実技
合格者

形・学科
不合格者 合格者 合格率 再受審

者
再受審
合格者

剣
　
道

R5.4.23
四 224 人 80 人 10 人 70 人 31.3 ％ 19 人 17 人
五 300 68 0 68 22.7 5 5

R5.11.25
四 445 153 9 144 32.4 10 10
五 398 151 1 150 37.7 0 0

R6.2.17
四 271 106 4 102 37.6 7 7
五 293 90 3 87 29.7 1 1

居
合
道

R5.9.18
四 54 22 0 22 40.7 0 0
五 33 12 0 12 36.4 0 0

R6.3.16
四 49 22 1 21 42.9 0 0
五 41 10 0 10 24.4 0 0

杖
　
道

R5.10.1
四 13 5 0 5 38.5 0 0
五 13 8 0 8 61.5 0 0

R6.3.20
四 18 8 0 8 44.4 0 0
五 20 2 0 2 10.0 0 0
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令和５年度収支計算書内訳表
（単位：円）

科　　目 一般会計

Ⅰ　事業活動収支の部

　１．事業活動収入

基 本 財 産 運 用 収 入 1,694

特 定 資 産 運 用 収 入 7,026

会 費 収 入 13,594,500

事 業 収 入 112,976,977

普 及 費 収 入 2,400,200

講 習 会 事 業 収 入 2,650,080

大 会 費 収 入 5,997,700

審 査 等 参 加 料 収 入 51,062,777

登 録 料 収 入 50,866,220

補 助 金 等 収 入 7,846,787

雑 収 入 290,356

　　　　事業活動収入計 134,717,340

　２．事業活動支出

事 業 費 支 出 58,689,026

指 導 普 及 事 業 支 出 4,619,888

講 習 会 事 業 支 出 3,837,427

育 成 強 化 事 業 支 出 8,838,836

大 会 事 業 支 出 27,012,715

大 会 派 遣 事 業 支 出 3,395,863

審 査 会 事 業 支 出 10,048,786

功 労 者 表 彰 事 業 支 出 935,511

管 理 費 支 出 54,254,156

人 件 費 支 出 26,357,770

会 議 費 支 出 6,931,981

物 件 費 支 出 6,415,600

租 税 公 課 支 出 9,515,400

支 払 保 険 料 支 出 23,900

分 担 金 支 出 3,140,000

雑 費 支 出 1,869,505

　　　　事業活動支出計 112,943,182

　　　　　事業活動収支差額 21,774,158

Ⅱ　投資活動収支の部

　１．投資活動収入

　　　　特定資産取崩収入 10,000,000

　　　　投資活動収入計 10,000,000

　２．投資活動支出

　　　　特定資産 11,900,950

　　　　投資活動支出計 11,900,950

　　　　　投資活動収支差額 △ 1,900,950

Ⅲ　財務活動収支の部

　１．財務活動収入

　　　　財務活動収入計 0

　２．財務活動支出

　　　　財務活動支出計 0

　　　　　財務活動収支差額 0

　　　　当期収支差額 19,873,208

　　　　前期繰越収支差額 242,794,703

　　　　次期繰越収支差額 262,667,911
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令和６年度収支予算書内訳表
（単位：円）

科目 一般会計

Ⅰ　事業活動収支の部

　１．事業活動収入

基 本 財 産 運 用 収 入 1,500

特 定 資 産 運 用 収 入 4,500

会 費 収 入 13,520,000

事 業 収 入 105,132,922

普 及 費 収 入 3,188,000

講 習 会 事 業 収 入 2,710,000

大 会 費 収 入 6,461,400

審 査 等 参 加 料 収 入 49,489,995

登 録 料 収 入 43,283,527

補 助 金 等 収 入 8,425,000

雑 収 入 203,300

　　　　事業活動収入計 127,287,222

　２．事業活動支出

事 業 費 支 出 70,289,000

指 導 普 及 事 業 支 出 4,730,000

講 習 会 事 業 支 出 5,260,000

育 成 強 化 事 業 支 出 8,193,000

大 会 事 業 支 出 34,560,000

大 会 派 遣 事 業 支 出 4,811,000

審 査 会 事 業 支 出 12,235,000

功 労 者 表 彰 事 業 支 出 500,000

管 理 費 支 出 60,107,000

人 件 費 支 出 29,702,000

会 議 費 支 出 6,725,000

物 件 費 支 出 8,440,000

租 税 公 課 支 出 9,850,000

支 払 保 険 料 支 出 50,000

分 担 金 支 出 3,140,000

雑 費 支 出 2,200,000

　　　　事業活動支出計 130,396,000

　　　　　事業活動収支差額 △ 3,108,778

Ⅱ　投資活動収支の部

　１．投資活動収入

　　　　投資活動収入計 0

　２．投資活動支出

特 定 資 産 2,333,150

　　　　投資活動支出計 2,333,150

　　　　　投資活動収支差額 △ 2,333,150

Ⅲ　財務活動収支の部

　１．財務活動収入

　　　　財務活動収入計 0

　２．財務活動支出

　　　　財務活動支出計 0

　　　　　財務活動収支差額 0

Ⅳ　予備費支出 0

　　　　当期収支差額 △ 5,441,928
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令和５年度加盟団体の段位別・登録者集計報告
　昨年度は各団体皆様のご理解とご協力により、団体別・段位別登録者数が明確になりました。
感謝申し上げます。
　この表を基に更に剣道人口の増加を目指し、一層の普及振興にご尽力いただきたいと思います。

令和6年3月31日現在（単位：人）

初段 （前年比） 二段 （前年比） 三段 （前年比） 四段 （前年比） 五段 （前年比） 六段 （前年比） 七段 （前年比） 八段 （前年比） 5年度 （前年比）

千代田 46 ▲ 14 46 9 86 ▲ 2 116 2 97 8 103 12 125 3 5 0 624 18

中		 央 40 3 36 8 109 22 107 ▲ 10 79 5 47 ▲ 6 74 3 3 0 495 25

台　東 41 18 48 ▲ 15 61 4 28 ▲ 6 40 6 40 3 36 3 3 0 297 13

文　京 65 ▲ 16 49 6 33 ▲ 5 27 ▲ 1 36 2 22 ▲ 4 34 3 0 266 ▲ 15

墨　田 37 7 26 ▲ 6 44 ▲ 2 41 0 35 ▲ 2 26 1 29 ▲ 1 0 238 ▲ 3

江　東 37 ▲ 14 50 9 30 ▲ 7 38 ▲ 8 44 8 34 0 38 0 2 0 273 ▲ 12

葛　飾 38 ▲ 7 43 1 56 ▲ 6 60 5 70 0 56 ▲ 1 66 ▲ 1 0 389 ▲ 9

江戸川 89 ▲ 11 65 3 67 2 65 ▲ 11 63 ▲ 5 58 6 52 2 4 0 463 ▲ 14

足　立 73 ▲ 9 67 ▲ 7 89 ▲ 20 73 5 60 ▲ 8 73 ▲ 3 86 4 4 0 525 ▲ 38

新　宿 54 ▲ 3 52 ▲ 3 72 ▲ 10 30 3 32 ▲ 1 40 ▲ 1 61 6 5 0 346 ▲ 9

中　野 79 ▲ 4 70 14 54 9 43 ▲ 3 82 11 65 8 78 5 6 0 477 40

杉　並 103 ▲ 10 112 24 69 ▲ 1 52 ▲ 4 53 ▲ 1 53 ▲ 5 80 2 2 0 524 5

渋　谷 38 ▲ 18 44 15 25 ▲ 7 32 ▲ 11 47 2 40 0 55 4 1 0 282 ▲ 15

世田谷 126 ▲ 51 128 28 109 12 85 ▲ 6 83 4 56 ▲ 1 85 0 8 0 680 ▲ 14

港 89 ▲ 22 74 15 46 24 54 8 42 9 35 ▲ 3 49 1 3 1 392 33

品　川 46 ▲ 8 33 ▲ 3 27 ▲ 6 35 ▲ 2 45 3 47 ▲ 6 53 5 3 0 289 ▲ 17

目　黒 44 ▲ 11 37 6 38 16 35 ▲ 11 47 2 26 2 43 2 1 0 271 6

大　田 71 ▲ 19 70 8 85 9 93 10 99 4 68 ▲ 9 109 11 2 0 597 14

豊　島 201 43 111 42 70 8 47 6 20 2 36 ▲ 2 47 5 1 0 533 104

北 95 24 62 7 55 ▲ 6 51 5 48 2 47 ▲ 4 69 2 0 427 30

荒　川 27 4 20 3 23 3 31 1 37 ▲ 1 20 0 40 3 ▲ 2 198 11

板　橋 76 5 60 ▲ 2 89 9 93 ▲ 3 69 ▲ 5 79 3 105 ▲ 2 6 1 577 6

練　馬 119 ▲ 40 144 14 123 2 90 6 83 8 75 ▲ 5 94 9 1 ▲ 1 729 ▲ 7

西東京 807 ▲ 24 760 8 566 ▲ 4 519 ▲ 16 539 15 477 0 681 37 16 0 4,365 16

警視庁 1,107 80 985 33 658 50 676 44 823 83 326 26 338 35 38 ▲ 2 4,951 349

皇　宮 89 ▲ 29 110 6 152 ▲ 4 34 ▲ 2 20 ▲ 1 17 3 13 0 5 0 440 ▲ 27

法　務 13 ▲ 1 17 0 26 ▲ 9 79 10 75 ▲ 2 47 4 50 3 0 307 5

自衛隊 13 7 12 2 30 2 30 14 26 1 36 6 51 10 2 0 200 42

消防庁 8 ▲ 7 22 1 82 ▲ 3 59 3 40 ▲ 3 34 ▲ 1 47 2 0 292 ▲ 8

交通局 17 0 29 0 54 ▲ 1 32 ▲ 2 25 ▲ 1 22 ▲ 4 38 4 0 217 ▲ 4

学連剣 0 ▲ 1 1 ▲ 2 12 ▲ 7 22 ▲ 2 37 ▲ 6 46 0 94 5 16 2 228 ▲ 11

学生ク 84 ▲ 8 165 8 692 ▲ 174 264 ▲ 3 0 0 0 0 1,205 ▲ 177

高体連 505 ▲ 119 1,359 240 1,005 ▲ 129 13 ▲ 3 16 4 31 2 36 4 4 0 2,969 ▲ 1

居合道 196 ▲ 36 220 12 292 ▲ 24 234 ▲ 6 218 ▲ 26 146 6 149 7 10 ▲ 2 1,465 ▲ 69

杖		 道 74 ▲ 11 94 8 141 ▲ 4 79 ▲ 7 101 0 61 ▲ 7 43 5 13 0 606 ▲ 16

計 4,547 ▲ 302 5,221 492 5,170 ▲ 259 3,367 5 3,231 117 2,389 20 3,048 181 164 ▲ 3 27,137 251

※各段位の右側の数字は前年度との会員数増減を記載しており▲は減を表わしています。
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東京都における剣道段位別受審者（申込者）数の推移
剣道段位別受審者数の推移 （単位：人）
西暦 元号 初段 二段 三段 四段 五段 六段 七段 八段
1983 昭和58 8,655 5,587 3,426 2,943 1,222 646 319
1984 　　59 10,145 5,434 3,354 3,169 1,415 610 344
1985 　　60 10,141 5,245 3,173 3,258 1,487 737 364
1986 　　61 10,092 5,097 3,020 2,731 1,379 832 379
1987 　　62 7,002 4,496 2,569 2,943 1,461 726 377
1988 　　63 7,522 4,018 2,561 2,686 1,671 915 381
1989 平成元 7,334 4,260 2,415 2,711 1,753 1,029 384
1990 ２ 7,004 4,122 2,147 2,552 1,873 932 429
1991 ３ 6,979 3,965 1,834 2,763 1,777 1,188 478
1992 ４ 6,282 3,821 1,881 2,259 1,601 1,166 660
1993 ５ 6,233 3,621 1,868 2,165 1,328 1,236 623
1994 ６ 5,474 3,451 1,879 2,218 1,251 966 782
1995 ７ 4,837 3,110 1,858 2,177 1,417 1,038 557
1996 ８ 4,965 3,963 1,853 2,046 1,378 1,122 629
1997 ９ 5,144 3,369 1,653 1,922 1,282 1,160 548
1998 10 5,271 3,451 2,021 1,982 1,370 1,033 713
1999 11 5,684 3,613 1,878 1,996 1,397 1,086 623
2000 12 5,239 3,873 1,862 1,822 1,368 1,115 748
2001 13 5,477 3,707 1,898 1,867 1,227 1,135 679
2002 14 5,532 3,833 2,025 1,729 1,237 1,135 917 449
2003 15 4,635 3,947 1,794 1,698 1,410 1,258 826 442
2004 16 4,752 3,401 1,983 1,831 1,415 1,292 1,039 474
2005 17 4,507 3,336 1,963 1,811 1,445 1,337 938 487
2006 18 4,260 3,199 1,787 1,689 1,444 1,562 1,200 529
2007 19 4,063 3,015 1,544 1,719 1,400 1,576 1,112 538
2008 20 3,629 2,828 1,688 1,772 1,290 1,713 1,438 573
2009 21 3,778 2,742 1,643 1,733 1,349 1,488 1,071 538
2010 22 3,664 2,680 1,685 1,697 1,350 1,577 1,248 574
2011 23 4,500 2,637 1,682 1,527 1,239 1,444 1,095 583
2012 24 4,058 3,293 1,617 1,577 1,328 1,606 1,209 626
2013 25 3,857 2,786 1,473 1,747 1,439 1,507 1,079 750
2014 26 3,669 2,925 1,801 1,597 1,244 1,379 977 593
2015 27 3,935 2,703 1,662 1,800 1,391 1,418 1,047 656
2016 28 3,420 2,680 1,592 1,517 1,331 1,330 1,098 603
2017 29 3,304 2,508 1,452 1,488 1,321 1,374 1,087 634
2018 30 2,988 2,349 1,436 1,542 1,376 1,231 950 649
2019 令和元 2,898 2,126 1,286 1,343 1,307 1,393 1,029 649
2020 ２ 1,593 1,263 599 416 476 792 687 433
2021 ３ 2,447 1,674 1,223 989 1,019 1,192 983 490
2022 ４ 3,022 1,856 1,158 1,100 1,117 1,199 1,093 757
2023 ５ 2,728 2,146 979 1,022 1,083 1,217 1,113 853
注　段位別の受審者数は延べ人員数で表わしています。
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三
将
の
部

　

優　

勝　

宮
本　

敬
太
（
警
視
庁
）

　

第
二
位　

大
平　

翔
士
（
警
視
庁
）

中
堅
の
部

　

優　

勝　

安
藤　
　

翔
（
学
剣
連
）

　

第
二
位　

貝
塚　

泰
紀
（
学
剣
連
）

五
将
の
部

　

優　

勝　

岩
川　
　

力
（　

港　

）

　

第
二
位　

丸
井　

謙
志
（　

港　

）

次
鋒
の
部

　

優　

勝　

池
田　

千
浩
（
国
士
舘
）

　

第
二
位　

野
本　
　

馨
（
日
本
文
化
）

先
鋒
の
部

　
　
　
　
　

久
保
木　

瞭
（
高
体
連
推
薦
）

第
十
九
回
東
京
都
少
年
剣
道
大
会

令
和
6
年
2
月
12
日

於
　
東
京
武
道
館

優
　
秀
　
選
　
手

　
　

中　

学　

生

　
　
　

砂
廣　

賢
佑
（
府
中
市
）

　
　
　

遠
藤　

愛
美
（
練
馬
区
）

　
　
　

堀
内　

壮
眞
（
大
田
区
）

　
　
　

畠
山　
　

玄
（
杉
並
区
）

　
　

五
・
六
年
生

　
　
　

杉
本　

昇
也
（
府
中
市
）

　
　
　

才
津　

郁
翔
（
府
中
市
）

　
　
　

星
野　
　

昂
（
足
立
区
）

　
　
　

濱
田　
　

響
（
練
馬
区
）

　
　
　

東
海
林
冴
子
（
江
東
区
）

　
　
　

奥
野　

美
都
（
大
田
区
）

　
　
　

千
葉　
　

陽
（
杉
並
区
）

　
　
　

福
島
龍
太
郎
（
青
梅
市
）

　
　

四
年
生
以
下

　
　
　

才
津　

真
麻
（
府
中
市
）

　
　
　

早
苗
寿
々
夏
（
足
立
区
）

　
　
　

内
山　

珠
乃
（
江
東
区
）

　
　
　

加
藤　

美
織
（
杉
並
区
）

第
七
十
二
回
東
京
都
剣
道
大
会

令
和
6
年
2
月
25
日

於
　
東
京
武
道
館

準
々
決
勝

　

警
視
庁
Ａ　

５
―
０　

西
東
京
Ａ

　

法　
　

務　

２
―
５　

警
視
庁
Ｂ

　
　

 

港 　
　

２
―
１　

西
東
京
Ｃ

　

新　
　

宿　

０
―
５　

皇　
　

宮

準
決
勝

　

警
視
庁
Ａ　

５
―
１　

警
視
庁
Ｂ

　
　

 

港 　
　

２
―
２（
本
）皇　
　

宮

大
会
記
録

第
七
十
二
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道

優
勝
大
会
東
京
都
予
選
会

令
和
6
年
2
月
3
日

於
　
東
京
武
道
館

大
将
の
部

　

優　

勝　

島
村　

剛
史
（
警
視
庁
）

　

第
二
位　

和
田　

満
芳
（
西
東
京
）

副
将
の
部

　

優　

勝　

本
川　

耕
平
（　

港　

）

　

第
二
位　

鈴
木
純
之
介
（
西
東
京
）都道府県予選会各部門優勝者

少年大会優勝チーム大田区

少年大会木刀による剣道基本技稽古法試合
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9

決
　
勝

　

警
視
庁
Ａ　

５
―
１　

皇　
　

宮

第
六
十
四
回
東
京
剣
道
祭

令
和
6
年
4
月
7
日

於
　
東
京
武
道
館

優
秀
試
合
者

第
一
試
合
場

　

梅
澤　

雅
史
（
葛　

飾
）

　

小
林　

宏
美
（　

北　

）

　

古
澤　

伸
晃
（
学
連
剣
）

　

花
岡　

邦
郎
（
練　

馬
）

第
二
試
合
場

　

野
田　

知
宏
（
学
連
剣
）

　

飯
蓋　

深
水
（
警
視
庁
）

　

城　
　

祐
司
（
警
視
庁
）

　

鹿
間
泰
二
郎
（
新　

宿
）

第
三
試
合
場

　

吉
澤　
　

翔
（
西
東
京
）

　

遅
野
井
直
樹
（
警
視
庁
）

決
　
勝

　

多
摩
市　

３
―
０　

大
田
区

第
十
六
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
女
子
剣
道

優
勝
大
会
予
選
会

令
和
6
年
5
月
12
日

於
　
東
京
武
道
館

大
将
の
部

　

優　

勝　

矢
野
比
路
代
（
杉　

並
）

　

第
二
位　

橋
本　

裕
子
（
葛　

飾
）

　

稲
田　

和
幸
（
墨　

田
）

　

佐
藤　

範
和
（
警
視
庁
）

第
四
試
合
場

　

西
野　

友
揮
（
警
視
庁
）

　

野
村　
　

希
（
西
東
京
）

　

谷
口　
　

洋
（
渋　

谷
）

　

古
谷　

芳
和
（
茨　

城
）

第
五
試
合
場

　

福
島　

拓
利
（
西
東
京
）

　

西
山　

晶
造
（　

港　

）

　

中
村　

正
人
（
警
視
庁
）

　

村
石　

浩
行
（
学
連
剣
）

第
六
試
合
場

　

緑
川　

博
之
（
警
視
庁
）

　

海
老
原　

将
（
警
視
庁
）

　

興
梠　

精
孝
（
葛　

飾
）

　

仮
屋　

道
浩
（
江
戸
川
）

第
七
試
合
場

　

山
口　

香
里
（
文　

京
）

　

坂
本　

貴
友
（
警
視
庁
）

　

内
村　

良
一
（
警
視
庁
）

　

天
野　
　

聡
（
神
奈
川
）

第
八
試
合
場

　

松
尾　

方
洋
（
新　

宿
）

　

青
木　

英
治
（
警
視
庁
）

　

吉
田　

健
児
（
法　

務
）

　

伊
垣　
　

誠
（
葛　

飾
）

第
七
十
七
回
都
民
体
育
大
会

令
和
6
年
5
月
12
日

於
　
東
京
武
道
館

準
決
勝

　
千
代
田
区　

１
―
１（
本
）多
摩
市

　

大
田
区（
代
）２
―
２　

品
川
区

剣道祭日本剣道形公開演武

都道府県女子予選会各部門優勝者

東京都大会選手宣誓

都民大会試合
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第
三
位　

小
林　

宏
美
（　

北　

）

　

敢
闘
賞　

田
村
美
和
子
（
西
東
京
）

　

敢
闘
賞　

大
串
真
裕
美
（
台　

東
）

　

敢
闘
賞　

森
本
奈
緒
子
（
世
田
谷
）

　

敢
闘
賞　

小
島　

祐
子
（
西
東
京
）

ぼ
た
ん
の
部

　

優　

勝　

松
尾　

純
子
（
自
衛
隊
）

　

第
二
位　

柿
添
さ
ゆ
り
（
渋　

谷
）

　

第
三
位　

佐
藤　

深
雪
（　

港　

）

　

第
三
位　

北
原
絵
里
子
（
西
東
京
）

　

敢
闘
賞　

加
藤　

初
美
（
西
東
京
）

　

敢
闘
賞　

鷲
見　

容
子
（　

北　

）

　

敢
闘
賞　

川
上
由
紀
子
（
大　

田
）

　

敢
闘
賞　

吉
嵜　

裕
子
（
江
戸
川
）

か
き
つ
ば
た
の
部

　

優　

勝　

吉
岡　

成
子
（
渋　

谷
）

　

第
二
位　

別
府
さ
つ
き
（
板　

橋
）

　

第
三
位　

新
井　

規
子
（
中　

野
）

　

第
三
位　

窪
寺　

真
理
（
中　

野
）

　

敢
闘
賞　

上
原
富
佐
江
（
世
田
谷
）

　

敢
闘
賞　

牧　
　

美
穂
（
江
戸
川
）

　

敢
闘
賞　

桑
原
千
佳
子
（
中　

野
）

　

敢
闘
賞　

中
井　

尚
子
（
西
東
京
）

ゆ
り
の
部

　

優　

勝　

林　
　

洋
子
（
西
東
京
）

　

第
二
位　

大
矢
根
怜
子
（
西
東
京
）

　

第
三
位　

種
田　

恵
子
（
文　

京
）

　

第
三
位　

吉
野
チ
エ
子
（
西
東
京
）

　

敢
闘
賞　

木
村
惠
美
子
（
中　

野
）

　

敢
闘
賞　

髙
橋　

清
子
（
西
東
京
）

　

敢
闘
賞　

駒
野
と
し
子
（　

港　

）

　

敢
闘
賞　

山
口　

民
子
（
新　

宿
）

副
将
の
部

　

優　

勝　

杉
本
久
美
子
（
警
視
庁
）

　

第
二
位　

鎌
田
由
美
子
（
西
東
京
）

中
堅
・
三
将
の
部

　

優　

勝　

近
藤　

美
洸
（
警
視
庁
）

　

第
二
位　

和
栗　

宏
恵
（
警
視
庁
）

五
将
の
部

　

優　

勝　

内
田　

涼
子
（
警
視
庁
）

　

第
二
位　

村
井　

滉
菜
（
警
視
庁
）

次
鋒
の
部

　

優　

勝　

中
原　

菜
月
（
学
生
ク
ラ
ブ
）

　

第
二
位　

北
井　

沙
樹
（
学
生
ク
ラ
ブ
）

先
鋒
の
部

　
　
　
　
　

伊
東　
　

菫
（
高
体
連
推
薦
）

第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
剣
道
競
技

選
手
選
考
会

令
和
6
年
5
月
21
日

於
　
東
京
武
道
館

成
年
男
子
の
部

　

大
将　

新
名　

修
一
（
西
東
京
）

　

副
将　

神
崎　
　

力
（
西
東
京
）

　

中
堅　

畠
中　

宏
輔
（
警
視
庁
）

　

次
鋒　

星
子　

啓
太
（
警
視
庁
）

　

先
鋒　

阿
部　

壮
己
（
警
視
庁
）

成
年
女
子
の
部

　

大
将　

大
串
真
裕
美
（
台　

東
）

　

中
堅　

近
藤　

美
洸
（
警
視
庁
）

　

先
鋒　

佐
藤
み
の
り
（
警
視
庁
）

第
十
六
回
東
京
都
女
子
年
齢
別
剣
道
大
会

令
和
6
年
5
月
25
日

於
　
東
京
武
道
館

ば
ら
の
部

　

優　

勝　

小
川　
　

渚
（
江
戸
川
）

　

第
二
位　

山
口
菜
々
実
（
江
戸
川
）

　

第
三
位　

鳴
戸　

彩
七
（
江
戸
川
）

　

第
三
位　

白
石　

薫
子
（
豊　

島
）

　

敢
闘
賞　

松
尾　

光
畝
（
法　

務
）

　

敢
闘
賞　

河
﨑　

弘
美
（
江
戸
川
）

　

敢
闘
賞　

小
林　

彩
乃
（
足　

立
）

　

敢
闘
賞　

内
田　

望
美
（
西
東
京
）

ひ
ま
わ
り
の
部

　

優　

勝　

瀧
原　

英
恵
（
消
防
庁
）

　

第
二
位　

奥
田
り
い
な
（
西
東
京
）

　

第
三
位　

内
田　

美
里
（
西
東
京
）

　

第
三
位　

大
﨑　

美
沙
（
板　

橋
）

　

敢
闘
賞　

渡
邉　
　

彩
（
大　

田
）

　

敢
闘
賞　

平
田　

舞
美
（
千
代
田
）

　

敢
闘
賞　

金　
　

希
妍
（
世
田
谷
）

　

敢
闘
賞　

日
野　

光
恵
（
消
防
庁
）

は
な
み
ず
き
の
部

　

優　

勝　

星　
　
　

睦
（
西
東
京
）

　

第
二
位　

出
原　

郁
枝
（
西
東
京
）

　

第
三
位　

髙
岡　
　

翼
（
大　

田
）

女子年齢別大会試合女子年齢別大会来賓小林先生藤野先生

国スポ予選会試合
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96号96号

11

大
会
報
告

第
七
十
二
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道

優
勝
大
会

令
和
6
年
4
月
29
日

於
　
大
阪
府

　

先　

鋒　

久
保
木　

瞭
（
郁
文
館
）

　

次　

鋒　

池
田　

千
浩
（
国
士
舘
）

　

五　

将　

岩
川　
　

力
（　

港　

）

　

中　

堅　

安
藤　
　

翔
（
学
剣
連
）

　

三　

将　

宮
本　

敬
太
（
警
視
庁
）

　

副　

将　

本
川　

耕
平
（　

港　

）

　

大　

将　

島
村　

剛
史
（
警
視
庁
）

二
回
戦　

京
都
府　

０
―
４　

東
京
都

三
回
戦　

福
島
県　

０
―
５　

東
京
都

四
回
戦　

佐
賀
県　

２
―
２（
本
）東
京
都

準
決
勝　

大
阪
府　

１
―
４　

東
京
都

決
勝
戦　

東
京
都　

４
―
２　

埼
玉
県

　
　
優
　
　
　
勝

優
秀
選
手

　
　
　

安
藤　
　

翔
（
学
剣
連
）

　
　
　

島
村　

剛
史
（
警
視
庁
）

中
島
監
督
談
話

　

代
表
選
手
が
決
定
し
た
後
、結
団
式
・

３
回
の
出
稽
古
を
行
っ
て
い
く
中
で
選

手
ど
う
し
が
打
ち
解
け
あ
い
、
よ
い
雰

囲
気
の
チ
ー
ム
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
剣
窓
の
予
想
に
も
東
京
都
の
名
前

が
上
が
り
、
個
別
の
選
手
名
も
載
っ
て

い
ま
し
た
。
大
会
で
は
一
戦
ご
と
に
調

子
を
上
げ
て
い
き
、
選
手
間
の
信
頼
感

も
強
く
、
接
戦
に
な
っ
て
も
次
に
繋
げ

て
い
き
、
ま
さ
に
全
員
で
勝
ち
取
っ
た

優
勝
で
し
た
。

高

体

連

大

会

高

体

連

大

会

令
和
５
年
度
東
京
都
高
等
学
校

新
人
剣
道
大
会

令
和
６
年
１
月
14
日

於
　
東
京
武
道
館

男
子
の
部

　

ベ
ス
ト
16

　
　

郁 

文 

館　

４
―
１　

京　
　

華

　

準
決
勝

　
　

淑
徳
巣
鴨　

２
―
０　
東
海
大
菅
生

　
　

修　
　

徳　

０
―
２　
日
体
大
桜
華

　

決　

勝

　
　

淑
徳
巣
鴨（
本
）２
―
２　
日
体
大
桜
華

令
和
６
年
度
東
京
都
高
等
学
校
春
季

剣
道
大
会
兼
関
東
大
会
団
体
東
京
都
予
選

令
和
６
年
４
月
20
日

　
　
　
　
　
　
　
　 

於
　
東
京
武
道
館

男
子
の
部

　

ベ
ス
ト
16

　
　

郁 

文 

館　

２
―
１　

学 

習 

院

　
　

京　
　

華　

１
―
２　

駒　
　

澤

　
　

明
大
中
野　

５
―
０　
立
正
大
立
正

　
　

攻 

玉 

社　

０
―
３　

国 

士 

舘

　
　
東
海
大
菅
生　

１
―
０　

上　
　

水

　
　

八
王
子
東　

２
―
３　

正
則
学
園

　
　

杉
並
学
院　

１
―
３　

足
立
学
園

　
　

日
大
第
三　

０
―
１　
東
海
大
高
輪
台

　

準
々
決
勝

　
　

郁 

文 

館　

２
―
０　

駒　
　

澤

　
　

明
大
中
野　

０
―
０（
代
）国 

士 

舘

　
　
東
海
大
菅
生　

１
―
２　

正
則
学
園

　
　

足
立
学
園（
本
）１
―
１　
東
海
大
高
輪
台

　

準
決
勝

　
　

郁 

文 

館　

３
―
０　

国
士
舘

　
　

正
則
学
園　

１
―
４　

足
立
学
園

　

決　

勝

　
　

郁
文
館　

２
―
２（
本
）足
立
学
園

　
　
國
學
院
久
我
山　

０
―
４　

明
大
中
野

　
　
東
海
大
菅
生　

３
―
１　

八
王
子
東

　
　

明
大
明
治　

１
―
３　

杉
並
学
院

　
　
東
海
大
高
輪
台　

５
―
０　

青
梅
総
合

　
　

上　
　

水　

１
―
３　

正
則
学
園

　
　

駒　
　

澤（
代
）２
―
２　

学 

習 

院

　
　
城
西
大
城
西　

０
―
３　

国 

士 

舘

　

準
々
決
勝

　
　

郁 

文 

館　

１
―
０　

明
大
中
野

　
　
東
海
大
菅
生　

２
―
０　

杉
並
学
院

　
　
東
海
大
高
輪
台　

１
―
０　

正
則
学
園

　
　

駒　
　

澤　

０
―
４　

国 

士 

舘

　

準
決
勝

　
　

郁 

文 

館　

２
―
０　
東
海
大
菅
生

　
　
東
海
大
高
輪
台（
代
）０
―
０　

国 

士 

舘

　

決　

勝

　
　

郁 

文 

館　

２
―
１　
東
海
大
高
輪
台

女
子
の
部

　

ベ
ス
ト
16

　
　

淑
徳
巣
鴨　

３
―
１　
新
渡
戸
文
化

　
　

晴
海
総
合　

１
―
３　
東
海
大
高
輪
台

　
　

駒　
　

澤　

４
―
０　

日
大
第
一

　
　
城
西
大
城
西　

０
―
５　
東
海
大
菅
生

　
　

深　
　

川　

５
―
０　

小 

松 

川

　
　

青
梅
総
合　

０
―
４　

修　
　

徳

　
　

向　
　

丘　

１
―
４　

桜 

美 

林

　
　

鷺　
　

宮　

０
―
５　
日
体
大
桜
華

　

準
々
決
勝

　
　

淑
徳
巣
鴨　

３
―
０　
東
海
大
高
輪
台

　
　

駒　
　

澤　

２
―
２（
本
）東
海
大
菅
生

　
　

深　
　

川　

１
―
２　

修　
　

徳

　
　

桜 

美 

林　

１
―
２　
日
体
大
桜
華

都道府県大会優勝
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令
和
６
年
度
東
京
都
高
等
学
校
春
季

剣
道
大
会
兼
関
東
大
会
団
体
東
京
都
予
選

令
和
６
年
４
月
29
日

　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
東
京
武
道
館

女
子
の
部

　

ベ
ス
ト
16

　
　

淑
徳
巣
鴨　

５
―
０　

八
王
子
東

　
　
新
渡
戸
文
化　

１
―
１（
代
）深　
　

川

　
　
東
海
大
高
輪
台　

１
―
０　

青
梅
総
合

　
　

晴
海
総
合　

１
―
２　

修　
　

徳

　
　
東
海
大
菅
生　

４
―
０　

上　
　

水

　
　
城
西
大
城
西　

２
―
３　

桜
美
林

　
　

駒　
　

澤　

２
―
１　

文
大
杉
並

　
　

松
が
谷　

０
―
５　
日
体
大
桜
華

　

準
々
決
勝

　
　

淑
徳
巣
鴨　

３
―
０　

深　
　

川

　
　
東
海
大
高
輪
台　

１
―
３　

修　
　

徳

　
　
東
海
大
菅
生　

３
―
０　

桜
美
林

　
　

駒　
　

澤　

０
―
２　
日
体
大
桜
華

　

準
決
勝

　
　

淑
徳
巣
鴨　

４
―
０　

修　
　

徳

　
　
東
海
大
菅
生　

０
―
３　
日
体
大
桜
華

　

決　

勝

　
　

淑
徳
巣
鴨　

２
―
０　
日
体
大
桜
華

令
和
６
年
度
東
京
都
高
等
学
校
春
季

剣
道
大
会
兼
関
東
大
会
個
人
東
京
都
予
選

令
和
６
年
５
月
11
日

於
　
東
京
武
道
館

男
子
の
部

　

準
々
決
勝

相
樂（
光　

丘
）　

―
メ　

小
池（
攻
玉
社
）

簗
場（
足
立
学
園
）　

―
メ　

吉
田（
東
海
大
菅
生
）

城
ケ
崎（
正
則
学
園
）　

―
コ　

深
津（
攻
玉
社
）

久
保
木（
郁
文
館
）　

―
メ
メ

吉
田（
明
大
中
野
）

　

準
決
勝

小
池（
攻
玉
社
）　
コ

―　

吉
田（
東
海
大
菅
生
）

深
津
（
攻
玉
社
）　

―
メ
メ

吉
田
（
明
大
中
野
）

　

決
勝

小
池（
攻
玉
社
）　

―
メ　

吉
田（
明
大
中
野
）

女
子
の
部

　

準
々
決
勝

大
越（
日
体
大
桜
華
）　
ド

―　

中
嶋（
淑
徳
巣
鴨
）

伊
東（
淑
徳
巣
鴨
）　
メ

―　

高
橋（
新
渡
戸
文
化
）

奥
田（
東
海
大
菅
生
）　

―
メ　

下
川（
日
体
大
桜
華
）

柳
川（
日
体
桜
華
）　

―
メ　

伊
東（
淑
徳
巣
鴨
）

　

準
決
勝

大
越（
日
体
大
桜
華
）　

―
コ　

伊
東（
淑
徳
巣
鴨
）

下
川（
日
体
大
桜
華
）　
メ

―　

伊
東（
淑
徳
巣
鴨
）

　

決
勝

伊
東（
淑
徳
巣
鴨
）　

―
メ　

下
川（
日
体
大
桜
華
）

第
71
回
関
東
高
等
学
校
剣
道
大
会

令
和
６
年
６
月
８
・
９
日於

　
神
奈
川
県

個
人
の
部

女
子
の
部

第
二
位　

伊
東　

葵
（
淑
徳
巣
鴨
）

団
体
の
部

男
子
の
部

女
子
の
部

第
二
位　

淑
徳
巣
鴨
高
等
学
校

中

体

連

大

会

中

体

連

大

会

令
和
６
年
度
東
京
都
剣
道
連
盟
会
長
杯

争
奪
中
学
校
剣
道
大
会

令
和
６
年
６
月
15
日

於
　
エ
ス
フ
ォ
ル
タ
ア
リ
ー
ナ
八
王
子
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

男
子
の
部

　

ベ
ス
ト
16

　
　

秋　
　

多　

４
―
０　

富　
　

士

　
　

調　
　

布　

１
―
４　

立　
　

石

　
　

目
黒
中
央（
代
）１
―
１　

拝　
　

島

　
　

荒
川
第
五　

０
―
５　
　

 

関

　
　

郁
文
館　

５
―
０　

小
平
第
一

　
　

多
摩
永
山　

１
―
３　

三
原
台

　
　

青
梅
第
一　

０
―
２　

中
野
東

　
　

足
立
学
園　

０
―
３　

国
士
舘

　

準
々
決
勝

　
　

秋　
　

多　

２
―
０　

立　
　

石

　
　

目
黒
中
央　

０
―
５　
　

 

関

　
　

郁
文
館　

４
―
０　

三
原
台

　
　

中
野
東　

０
―
４　

国
士
舘

　

準
決
勝

　
　

秋　
　

多　

１
―
３　
　

 

関

　
　

郁
文
館　

１
―
０　

国
士
舘

　

決　

勝

　
　
　

 

関 　
（
代
）０
―
０　

郁
文
館

女
子
の
部

　

ベ
ス
ト
16

　
　

淑
徳
巣
鴨　

４
―
０　

府
中
第
六

　
　
花
小
金
井
南　

０
―
３　

深
川
第
二

　
　

小
平
第
一　

３
―
２　
文
杉
・
高
南
・
天
沼

　
　

東
葛
西　

０
―
５　
日
体
大
桜
華
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13

　
　

立　
　

石　

５
―
０　

千　
　

川

　
　

共
立
女
子　

１
―
２　

秋　
　

多

　
　

府
中
第
一　

４
―
１　

田
無
第
一
・
武
蔵
野
大
学

　
　
東
海
大
菅
生　

２
―
１　
新
渡
戸
文
化

　

準
々
決
勝

　
　

淑
徳
巣
鴨　

３
―
０　

深
川
第
二

　
　

小
平
第
一　

０
―
４　
日
体
大
桜
華

　
　

立　
　

石　

２
―
２（
本
）秋　
　

多

　
　

府
中
第
一　

２
―
１　
東
海
大
菅
生

　

準
決
勝

　
　

淑
徳
巣
鴨　

１
―
２　
日
体
大
桜
華

　
　

秋　
　

多　

２
―
０　

府
中
第
一

　

決　

勝

　
　
日
体
大
桜
華　

２
―
１　

秋　
　

多
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剣
道
範
士
︵
5
月
6
日
於
京
都
府
︶

千
葉
胤
道　

78
歳

　
　
　
　
　

職　

業　

会
社
顧
問

　
　
　
　
　

出
身
地　

東
京
都

　
　
　
　
　

座
右
の
銘
「
初
心
、忘
る
べ
か
ら
ず
」

剣
道
範
士
︵
5
月
6
日
於
京
都
府
︶

石
井　

猛　

66
歳

　
　
　
　
　

職　

業　
東
京
武
道
館　

剣
道
師
範

　
　
　
　
　

出
身
地　

茨
城
県

　
　
　
　
　

座
右
の
銘
「
我
以
外
皆
我
師
也
」

剣
道
範
士
︵
5
月
6
日
於
京
都
府
︶

恩
田
浩
司　

63
歳

　
　
　
　
　

職　

業　

会
社
員

　
　
　
　
　

出
身
地　

東
京
都

　
　
　
　
　

座
右
の
銘
「
日
々
新
」

居
合
道
範
士
︵
5
月
3
日
於
京
都
府
︶

伊
藤
繁
男　

69
歳

　
　
　
　
　

職　

業　

自
営
業

　
　
　
　
　

出
身
地　

東
京
都

　
　
　
　
　

座
右
の
銘
「
五
省
」

　
　
　
　
　

至
誠
に
悖
る
勿
か
り
し
か/

言
行
に
恥
じ
る
勿
か
り
し
か

　
　
　
　
　

気
力
に
缺
く
る
勿
か
り
し
か/

努
力
に
憾
み
勿
か
り
し
か

　
　
　
　
　

不
精
に
亘
る
勿
か
り
し
か

剣
道
八
段
︵
5
月
2
日
於
京
都
府
︶

原
田　

悟　

50
歳

　
　
　
　
　

職　

業　

警
察
官

　
　
　
　
　

出
身
地　

福
島
県

　
　
　
　
　

座
右
の
銘
「
不
退
転
」

居
合
道
六
段
︵
3
月
3
日
於
京
都
府
︶

佐
藤
利
子

杖
道
七
段
︵
3
月
8
日
於
東
京
都
︶

宇
佐
美
紘
子
・
河
上
珠
枝
・
大
槻　

潮
・

John	W
ebb

・
小
林
正
明

杖
道
六
段
︵
3
月
8
日
於
東
京
都
︶

末
松　

宏
・
喜
入
冬
子
・
佛
井
淑
子
・

中
川
敏
昭

剣
道
六
段
︵
4
月
29
日
於
京
都
府
︶

︻
文
京
︼
服
部
洋
明
︻
江
戸
川
︼
庄
司

め
ぐ
み
︻
中
野
︼
武
藤
和
代
・
西
村
厘

︻
杉
並
︼
梅
田
尚
利
︻
荒
川
︼
神
山
直

己
︻
西
東
京
︼
栗
原
将
人
・
別
所
竜
太

郎
・
武
長　

徹
︻
警
視
庁
︼
三
谷
豪
志
・

廣
川
雅
之
・
松
本
真
一
︻
学
連
剣
︼
長

谷
川
卓
哉
・
松
本
高
明
・
谷
健
太
郎

剣
道
七
段
︵
4
月
30
日
於
京
都
府
︶

︻
墨
田
︼
山
田
佳
延
︻
葛
飾
︼
眞
田
直

樹
︻
江
戸
川
︼
柳
川　

剛
・
川
名
と
し

子
︻
中
野
︼
鈴
木
敏
郎
・
平
澤
正
嗣
・

︻
大
田
︼
土
野
順
子
︻
西
東
京
︼
渋
谷　

実
︻
警
視
庁
︼
田
中　

浩
︻
学
連
剣
︼

山
口　

昇

居
合
道
錬
士
︵
5
月
3
日
於
京
都
府
︶

伊
東
千
秋
・
松
川
正
博
・
中
川
敏
昭

杖
道
教
士
︵
5
月
3
日
於
京
都
府
︶

関
口
正
行

坂
本
睦
夫
︻
練
馬
︼
谷
治
弘
康
︻
西
東

京
︼
小
林
勝
彦
・
本
多
雅
文
︻
警
視
庁
︼

飯
塚
正
憲
・
栂
尾
周
平
・
西
島
隆
治
・

鈴
木
耕
一
︻
法
務
︼
小
泉
直
人
・
伊
藤

啓
太
︻
高
体
連
︼
森
下
将
臣

剣
道
六
段
︵
2
月
18
日
於
長
野
県
︶

︻
千
代
田
︼
寺
地
は
る
か
・
藤
原
郁
大
・

堀
越
竜
矢
・
酒
井
雅
之
︻
中
央
︼
藤
田

雄
久
︻
台
東
︼
鈴
木
隆
徳
・
平
田
隆
幸
・

赤
堀
則
行
︻
墨
田
︼
平
崎
麻
琴
︻
葛
飾
︼

梅
澤
め
ぐ
み
・
田
代
幸
長
・
平
澤
賢
司
・

畑
尾
隆
廣
︻
足
立
︼
石
塚　

敦
︻
杉

並
︼
小
坂
敏
幸
︻
渋
谷
︼
河
野
達
樹
・

篠
崎
隆
宏
・
柿
﨑　

理
︻
品
川
︼
太
田

尚
規
︻
大
田
︼
小
室
好
民
︻
北
︼
川
上

裕
樹
︻
荒
川
︼
丸
田　

恵
︻
板
橋
︼
辻

元
和
紀
︻
練
馬
︼
服
部
良
彦
・
柴
田
哲

也
︻
西
東
京
︼
葛
本　

葵
・
福
森
将
人
・

笠
貫
恵
美
・
小
笠
原
哲
史
・
黄
木
敏
雄
・

淡
路
眞
吾
・
眞
島
和
已
・
辻
井
清
三

︻
警
視
庁
︼
髙
梨
浩
樹
・
志
賀
桃
史
郎
・

梶
原
浩
樹
・
岡
元
健
太
・
川
本　

静
・

真
崎
広
之
・
縄
田　

博
・
山
下
大
介
・

渡
邊
大
隆
・
佐
藤
輝
之
・
守
重
正
俊
・

大
村
和
夫
︻
法
務
︼
保
澤
厚
仁
︻
自
衛

隊
︼
髙
田
耕
平
・
下
斗
米
春
菜
︻
消
防

庁
︼
石
井
邦
明
・
杉
田　

匡
︻
学
連
剣
︼

佐
藤
洋
祐

居
合
道
七
段
︵
3
月
3
日
於
京
都
府
︶

村
井
重
之

剣
道
八
段
︵
5
月
2
日
於
京
都
府
︶

小
関
太
郎　

48
歳

　
　
　
　
　

職　

業　

警
察
官

　
　
　
　
　

出
身
地　

千
葉
県

　
　
　
　
　

座
右
の
銘
「
末
在
」

剣
道
八
段
︵
5
月
2
日
於
京
都
府
︶

権
瓶
功
泰　

46
歳

　
　
　
　
　

職　

業　

警
察
官

　
　
　
　
　

出
身
地　

新
潟
県

　
　
　
　
　

座
右
の
銘
「
運
鈍
根
」

居
合
道
七
段
︵
12
月
10
日
於
東
京
都
︶

安
藤
晃
子
・
佐
藤
祥
一

居
合
道
六
段
︵
12
月
10
日
於
東
京
都
︶

宮
原
康
代
・
姫
野
優
子
・
小
林
美
雄
・

信
太
信
隆
・
門
間
英
文

剣
道
七
段
︵
2
月
3
日
於
福
岡
県
︶

︻
中
央
︼
光
田
岳
史

剣
道
六
段
︵
2
月
4
日
於
福
岡
県
︶

︻
中
野
︼
丸
茂　

研
︻
渋
谷
︼
今
川
和

成
︻
板
橋
︼
關　

錦
超
︻
西
東
京
︼
村

冨
聖
気

剣
道
七
段
︵
2
月
17
日
於
長
野
県
︶

︻
中
央
︼
久
保
田
剛
︻
葛
飾
︼
渋
谷
英

一
︻
江
戸
川
︼
平
川
和
博
︻
新
宿
︼
稲

川
貴
久
・
松
田　

務
︻
杉
並
︼
横
田
良

平
・
萩
原　

一
︻
渋
谷
︼
柳　

千
江

︻
豊
島
︼
髙
橋
裕
司
︻
北
︼
川
下　

毅
・

落
合
俊
二
︻
荒
川
︼
渡
辺
敏
夫
︻
板
橋
︼

称
号
・
六
段
以
上
合
格
者

　
　
　
　
　

職　

業　

会
社
員

　
　
　
　
　

出
身
地　

東
京
都

　
　
　
　
　

座
右
の
銘
「
日
々
新
」

　
　
　
　
　

職　

業　

自
営
業

　
　
　
　
　

出
身
地　

東
京
都

　
　
　
　
　

座
右
の
銘
「
五
省
」
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杖
道
錬
士
︵
5
月
3
日
於
京
都
府
︶

小
川
真
如
・
太
田
修
司
・
伊
村
未
散
・

福
見
健
治
・
日
向　

裕

剣
道
教
士
︵
5
月
6
日
於
京
都
府
︶

︻
千
代
田
︼
岡
村
直
樹
︻
台
東
︼
金
振

奎
・
澤
﨑
直
美
・
髙
山
一
三
︻
文
京
︼

種
田
恵
子
︻
渋
谷
︼
堀
池　

篤
・
菊
地

雅
巳
・
青
木
淳
平
︻
品
川
︼
嶋
津
清
貴
・

渡
辺
敏
弘
・
大
島
貴
明
︻
目
黒
︼
生
野

勇
司
︻
北
︼
駒
井
幸
人
︻
板
橋
︼
塚
田

栄
治
︻
練
馬
︼
上
原
伸
夫
︻
西
東
京
︼

小
久
保
重
暢
・
中
西
一
弘
・
伊
藤
孝
幸

︻
警
視
庁
︼
水
野
智
規
・
小
林
秀
俊
︻
法

務
︼
池
西
無
我
・
久
松
義
典
︻
学
連
剣
︼

大
矢
芳
弘
・
登
坂
太
樹

剣
道
錬
士
︵
5
月
6
日
於
京
都
府
︶

︻
台
東
︼
大
串
真
裕
美
︻
文
京
︼
鈴
木　

翔
︻
新
宿
︼
鎌
川
浩
太
郎
︻
渋
谷
︼
吉

岡
成
子
︻
品
川
︼
藤
澤　

嘉
︻
警
視
庁
︼

新
田
秀
実
︻
学
連
剣
︼
川
井
良
介

剣
道
七
段
︵
5
月
11
日
於
愛
知
県
︶

︻
千
代
田
︼
中
屋
義
孝
・
阿
部
喜
良
︻
中

央
︼
飯
塚
玲
加
・
髙
野　

勉
・
片
野
幸

司
︻
台
東
︼
長
濱
直
弥
︻
墨
田
︼
田
村　

亨
︻
江
東
︼
西
山　

亮
︻
江
戸
川
︼
小

田
守
宏
︻
中
野
︼
渡
邊
知
行
︻
杉
並
︼

伊
吹
大
吾
・
秋
本
龍
二
・
大
西　

司
・

川
西　

玲
・︻
渋
谷
︼
磯　

雄
太
︻
品

川
︼
竹
内　

仁
︻
目
黒
︼
近
藤
亮
平

︻
大
田
︼
関
谷
寬
人
︻
北
︼
黒
須
伸
治

︻
板
橋
︼
畠
中
竜
馬
︻
練
馬
︼
木
村
明

子
・
望
月
比
呂
子
︻
西
東
京
︼
内
倉
高

彦
・
日
髙　

鉄
・
塚
本
実
三
・
南
澤　

誠
・
長
内
和
久
・
石
田
光
広
・
浦
井
陽

子
・
柄
澤　

清
・
飯
塚　

健
・
瀧
田
憲

作
・
和
田
憲
明
・
石
川
安
彦
・
安
藤
敏

雄
・︻
警
視
庁
︼
池
田
武
志
・
泉　

貴

之
・
清
水
敏
行
・
西
村
謙
太
郎
・
吉
村

光
浩
︻
法
務
︼
杉
本
新
一
郎
︻
学
連
剣
︼

藤
田
陽
一
朗
・
土
屋
健
介
・
勝
谷
浩
二

剣
道
六
段
︵
5
月
12
日
於
愛
知
県
︶

︻
千
代
田
︼
渡
部
純
也
︻
墨
田
︼
浅
野

文
亮
・
石
川
紀
行
︻
江
東
︼
山
崎
正

道
︻
葛
飾
︼
立
木　

亮
︻
江
戸
川
︼
吉

田
慎
太
郎
・
小
峰
正
光
︻
足
立
︼
上
野　

浩
・
阿
部
泰
拓
︻
新
宿
︼
福
地
大
二
郎
・

田
島
浩
人
︻
中
野
︼
竹
林
幸
尋
・
三
宅

紀
子
︻
渋
谷
︼
髙
瀨
竹
郎
︻
世
田
谷
︼

泉　

智
大
・
鈴
木
隆
司
・
日
野　

昭

︻
港
︼
山
本
恒
夫
︻
品
川
︼
志
村
幸
雄
・

藤
木
恒
治
︻
目
黒
︼
髙
野
智
司
・
野
口

鉄
志
︻
大
田
︼
伊
藤
弘
子
︻
練
馬
︼
小

島
史
章
・
田
中
耕
一
郎
・
井
上
達
也
・

中
川
多
都
子
・
岩
下
憲
彦
︻
西
東
京
︼

小
井
幹
之
・
小
山
宗
一
郎
・
矢
野
龍

典
・
木
庭
雄
至
・
髙
橋
忠
志
・
山
田
喜

之
・
坂
口
智
一
・
太
田
道
幸
・
岡
本
真

弥
・
黒
田
浩
一
郎
・
西
本
博
繁
・
曽
我

宣
之
・
川
路
篤
志
・︻
警
視
庁
︼
髙
須

智
之
・
渡
邉
雄
太
・
北
島
元
貴
・
米
丸

隼
仁
・
川
井
翔
太
・
安
田
迪
彦
・
伊
藤

茂
之
・
宮
川
博
太
郎
・
原
田　

徹
・
成

田
祐
介
・
福
田
哲
也
・
田
村
泰
士
・︻
皇

宮
︼
津
本
義
也
・︻
自
衛
隊
︼
真
柴
智

樹
︻
学
連
剣
︼
長
﨑　

靖

剣
道
七
段
︵
5
月
19
日
於
北
海
道
︶

︻
墨
田
︼
工
藤
佑
樹
︻
練
馬
︼
矢
ヶ
崎

貴
浩剣

道
六
段
︵
5
月
19
日
於
北
海
道
︶

︻
台
東
︼
鈴
木
仁
美
︻
警
視
庁
︼
菊
池

健
太
・
菊
池
勇
太

剣
道
四
・
五
段
審
査
会

（
２
月
17
日
於
東
京
武
道
館
）

五
段
合
格
者

︻
千
代
田
︼
来
海　

稜
・
服
部
慎
吾
︻
中

央
︼
上
井
渓
州
・
丸
山
哲
平
・
中
野

尊
光
・
水
上
善
照
・
依
田
宇
弘
・
村
山

広
介
・
松
谷
珠
枝
︻
台
東
︼
髙
畑　

実

︻
文
京
︼
清
水
雄
太
・
田
中
志
樹
・
福

田
義
広
︻
墨
田
︼
濱
名
将
大
・
金
居
俊

男
︻
江
東
︼
阿
部
素
之
・
澤
井
幸
雄
・

三
好
崇
之
・
武
藤
真
也
・
原
戸
洋
太

︻
葛
飾
︼
藤
田
大
輔
・
倉
島
修
一
︻
江

戸
川
︼
首
代
光
信
・
武
川　

功
・
長
沢

康
司
︻
足
立
︼
篠
田
佳
和
︻
新
宿
︼
須

田
慎
吾
・
吉
永
健
太
郎
・
關　

玉
婷
・

メ
ス
メ
ー
ル
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
尾
身　

茂

︻
杉
並
︼
佐
原
大
樹
・
清
水
桂
子
・
泉　

琢
馬
・
丸
尾
克
行
︻
渋
谷
︼
望
月
康

貴
・
藤
田
靖
人
︻
世
田
谷
︼
髙
橋
駿

介
・
須
賀
昭
博
・
藤
田
弘
枝
・
五
味

秀
策
・
寺
内
光
宏
︻
港
︼
時
田
利
瑚
・

藤
嶋
幸
平
︻
品
川
︼
荒
木　

聡
︻
目

黒
︼
刑
部
好
弘
・
宮
下
建
治
︻
大
田
︼

田
中　

俊
・
青
木　

薫
・
髙
倉
浩
史

StajanoFrancesco

︻
豊
島
︼
本
渡　

豊
︻
北
︼
清
水
幸
雄
︻
荒
川
︼
山
脇
一

将
︻
板
橋
︼
郡　

大
樹
・
島
田　

満

︻
練
馬
︼
志
田
龍
治
・
東　

慶
祐
・
柴

田
直
樹
︻
西
東
京
︼
清
水
飛
鳥
・
吉
賀

朋
子
・
辻　

陽
太
・
桐
山
美
里
・
松
尾　

慶
・
齋
藤
智
子
・
石
島　

誠
・
金
子
雅

巳
・
小
泉
寿
朗
・
小
池
美
和
子
・
順
井　

守
・
河
野　

聡
・
佐
々
木
修
一
・
今
井　

修
︻
警
視
庁
︼
笠
寺
宏
志
・
對
馬
大
輔
・

水
口
聡
真
・
森
安
亮
太
・
伊
豆
秀
則
・

大
山
優
衣
・
大
鐘
彩
子
︻
法
務
︼
山
下

大
樹
・
大
久
保
良
彦
︻
自
衛
隊
︼
大
垣

俊
喜
・
鈴
木
美
幸
・
織
田
賢
太
郎
︻
消

防
庁
︼
田
中
に
い
な
︻
学
連
剣
︼
越
田

大
樹
︻
高
体
連
︼
佐
藤　

藍

四
段
合
格
者

︻
千
代
田
︼
飯
田　

匠
・
山
﨑
大
智
・

長
村
洋
昂
︻
中
央
︼
洞
谷
祐
己
︻
台
東
︼

峯
岸
大
空
・
望
月
勇
司
︻
文
京
︼
大
矢

真
衣
奈
・
小
長
谷
聖
・
鈴
木
愛
枝
・
大

津
福
雄
︻
墨
田
︼
山
﨑
颯
大
・
金
谷
大

地
・
能
城　

碧
︻
江
東
︼
大
形　

航

︻
葛
飾
︼
新
澤
諒
介
・
佐
藤
芽
拓
・
藤

岡
秀
剛
︻
江
戸
川
︼
大
田
黒
海
︻
足

立
︼
笹
川
優
太
・
長
谷
川
裕
・
上
杉
健

一
︻
新
宿
︼
三
輪
絢
子
・
小
林　

亘
・

小
山
太
一
︻
中
野
︼
荒
川
大
晟
・
重
浦

太
一
︻
杉
並
︼
酒
井
啓
輔
・
飯
沼
奈
緒
・

吉
田
倫
子
︻
世
田
谷
︼
佐
藤
祥
子
・
伊

藤　

敦
︻
港
︼
黒
木
良
之
︻
品
川
︼
中
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尾
幸
太
郎
・
門
口
雄
一
・
森
脇
壽
緒
美
・

山
下
貴
義
︻
大
田
︼
島
村
裕
治
・
中
野

淳
一
︻
豊
島
︼
瀧
村
祐
介
︻
北
︼
橋
本

聡
司
︻
荒
川
︼
泉　

昌
志
︻
板
橋
︼
吉

田　

雅
・
後
藤
颯
太
︻
練
馬
︼
吉
田
碧

斗
・
菊
池
慎
次
郎
・
田
中
智
大
・
嘉
山

央
基
・
宮
田
邦
大
・
西
貝
雅
人
・
呉
屋

圭
一
︻
西
東
京
︼
藤
川
竜
輔
・
森
田
創

太
・
須
藤
七
菜
美
・
内
田
望
美
・
山
下

宗
悦
・
菅
谷
沙
紀
・
小
泉
拓
未
・
池

本　

光
・
吉
崎　

仁
・
前
原　

真
・
岩

田
雅
也
・
増
田
正
人
・
久
保
義
晴
・
清

田　

仁
・
井
本
裕
己
・
北
川
芽
衣
子
・

東　

大
介
・
工
藤
慎
市
・
長
谷
川
昌
志
・

来
栖　

剛
・
福
田
宗
行
︻
警
視
庁
︼
山

下
夏
澄
・
大
門
俊
介
・
緒
形
健
人
・
飯

島
和
海
・
中
西
優
太
・
三
浦
將
之
︻
皇

宮
︼
浦
井
来
未
・
松
浦　

匠
︻
学
連
剣
︼

H
A
D
JISA

Q
U
ILES

・
塚
本
俊
治
︻
学

生
ク
︼
秋
保
秀
樹
・
野
内
幸
樹
・
三
宅

悠
佑
・
佐
藤　

玄
・
園
田
し
お
ん
・
井　

厚
介
・
石
井
麟
之
介
・
池
田
博
文
・
飯

泉
匠
朗
・
北
井
沙
樹
・
大
西
由
将
・
植

田
耕
平
・
茂
筑
健
光
・
岡　

寛
悟
・
橋

本
迅
生
・
重
松
孝
明
・
片
渕
歌
音
・
繁

田
祐
里
香
・
田
中
太
陽
・
坂
本　

陸
・

納
富
正
道
・
藤
田
隼
輔
・
藤
田
一
慧
・

近
藤
克
紀
・
柏　

翔
真
・
竹
内
大
景

︻
高
体
連
︼
浅
野
龍
二
郎
・
小
川
昌
樹

｢

も
う
一
息
の
受
審
者｣

五　

段

230 5
232 9
236 20
245 28
254 40
279 48
293 51
294 59
299 60
327 61

86
98
102
107
228

四　

段

268 217 96 7
282 218 97 9
288 219 100 13
290 221 104 20

225 105 23
232 111 36
233 112 38
234 126 40
235 138 42
239 151 45
241 204 46
247 205 62
248 206 87
252 208 88
261 210 93

剣
道
四
・
五
段
審
査
会

（
４
月
27
日
於
東
京
武
道
館
）

五
段
合
格
者

︻
千
代
田
︼
加
藤
文
典
・
中
川
脩
平
・

西
ノ
原
智
紗
・
小
川
登
志
雄
・
大
木
千

加
子
・
遠
藤　

隆
︻
中
央
︼
南　

純
平
・

三
浦
生
雅
︻
台
東
︼
金
本
龍
輔
︻
葛

飾
︼
五
十
嵐
雅
之
・
松
井
康
次
・
原
口　

直
・
山
﨑
悦
子
︻
江
戸
川
︼
門
脇
芳
也
・

野
國
昌
作
・
赤
田
将
実
︻
足
立
︼
秋

葉　

瞬
・
野
本
修
司
・
巽
好
一
郎
︻
杉

並
︼PA

U
LM
CCREA

︻
渋
谷
︼
藤
井　

実
︻
世
田
谷
︼
藤
原
由
崇
・
丸
山
英
一

︻
港
︼
濱
田
望
夢
︻
品
川
︼
網
倉
彩
乃
・

八
島
真
彌
︻
目
黒
︼
常
松
佑
典
・
竹
内

忠
之
︻
荒
川
︼
程
塚　

久
・
井
上
秀
敏
・

新
井
惠
子
︻
板
橋
︼
新
井
秀
明
︻
練
馬
︼

砂
川
亮
介
︻
西
東
京
︼
髙
橋
洸
太
・
田

中
伸
弥
・
小
倉
陸
嗣
・
宇
佐
美
慧
・
萩

原
智
代
・
宮
島
宏
典
・
鈴
木　

勉
・
黒

田
武
志
・
津
川
卓
也
・
小
山
恵
里
子
・

二
宮
健
一
・
栗
原
輝
吉
・
長
谷
川
慎
介
・

永
津
博
文
・
古
坂
郁
世
︻
西
東
京
︼
川

井
直
輝
・
西
川
聖
也
︻
皇
宮
︼
四
柳
悠

史
︻
法
務
︼
荒
川
玄
暉
︻
交
通
局
︼
桑

原
直
哉
︻
高
体
連
︼
秋
山　

裕

四
段
合
格
者

︻
中
央
︼
五
十
嵐
旬
・
齋
藤
嶺
治
・
丑

尾
田
匠
海
・
井
田
全
信
・
小
峯
啓
︻
台

東
︼
江
澤
大
和
︻
文
京
︼
児
玉　

遼
・

田
渕
辰
樹
・
小
林
美
槻
・
村
田
基
将
・

飯
田　

穀
︻
葛
飾
︼
服
部
竜
弥
︻
江
戸

川
︼
石
井
美
帆
・
吉
田
慎
平
・
伊
藤
貴

之
︻
足
立
︼
村
上
大
智
︻
新
宿
︼
ク

リ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ル
ル
イ
ス
圭
︻
中
野
︼

國
安
勇
妃
・
岡
村
浩
士
郎
・
関
根
季

織
︻
世
田
谷
︼
三
好
静
治
・
久
保　

統

︻
港
︼
櫻
井
隆
登
・
大
﨑
洋
来
・
坪
内

信
吾
︻
品
川
︼
平
子
真
助
・
山
田
千
秋

︻
目
黒
︼
尾
﨑
昭
則
・
谷
本　

信
︻
大

田
︼
中
山
満
里
奈
・
時
乘
未
来
︻
豊
島
︼

関
根
真
澄
︻
北
︼
田
内
大
輝
︻
荒
川
︼

忍
足
大
和
︻
板
橋
︼
深
水
皓
斗
・
山
本

浩
輔
︻
西
東
京
︼
吉
本
菜
々
子
・
中
村

繕
己
・
上
野　

傑
・
立
原
遥
希
・
小
林

奎
太
・
清
水　

涼
・
宮
﨑　

海
・
青
木　

笙
・
米
田
昌
泰
・
内
田　

駿
・
飯
島
志

保
子
・
畔
蒜
祐
一
郎
・
松
井
秀
夫
・
小

山
広
高
・
手
山
晃
一
郎
・
間
野
田
健
・

坂
本　

勉
・
板
橋　

忍
・
藤
巻
健
輔
・

桂　

良
輔
・
阿
部
光
保
︻
警
視
庁
︼
尾

崎
里
緒
・
新
井
昌
平
・
大
森
宥
治
・
松

村
翔
太
・
田
村
徳
彦
・
逢
坂　

圭
︻
皇

宮
︼
豊
田
達
也
︻
法
務
︼
小
野
正
晃

︻
消
防
庁
︼
古
畑
肖
佳
︻
学
連
剣
︼
栗
原　

宰
・
藤
田
征
也
・M

ercadoM
arie	

A
ngelyn

︻
高
体
連
︼
竹
内　

透
・
尾

岸
浩
二
郎
︻
学
生
ク
︼
河
上
璃
久
・
太

田
映
壮
・
土
井
遥
登
・
福
西
凜
花
・
江

口
和
希
・
水
野
奨
梧
・
志
村
益
仁
・
小

関
俊
平
・
金
田
大
樹
・
武
内
慧
光
・
小

磯
劍
士
朗
・
白
井
奏
大
・
下
村
晏
加
・

山
内
優
奈
・
松
本
千
尋
・
中
西
郁
乃
・

井
上
貴
之
・
榎
原
颯
大
・
髙
橋
創
太
・

蕨
川
百
花

｢

も
う
一
息
の
受
審
者｣

五　

段

130 7
137 12
142 21
147 24
149 27
151 32
186 40
192 42
231 45
243 60
267 68

69
74
84
96

四　

段

226 2
236 12
249 17
256 62
264 111
267 114

117
126
130
145
205
214
216
220
224

居
合
道
四
・
五
段
審
査
会

（
３
月
16
日
於
東
京
武
道
館
）

五
段
合
格
者

夏
目
裕
幸
・
髙
尾
幸
平
・
井
上
貴
之
・

齊
藤
恭
生
・
崖　

圭
子
・
山
田
茂
樹
・

清
水
好
一
・
若
月
京
子
・
三
輪
茂
光
・

戸
田　

知
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17

四
段
合
格
者

中
原
岳
瑠
・
河
上
祐
輝
・
岩
下
楓
真
・

安
島
大
貴
・
鎗
田　

直
・
権
代
優
太
・

曽
根
由
圭
・
郭
ビ
ク
タ
ー
・
岡
安
雅
代
・

戦　

琪
文
・
稲
田
和
幸
・
掛
田
成
徳
・

小
林
明
子
・
杉　

英
治
・
大
島
一
志
・

森
口
和
晃
・
舘　

憲
一
・
田
代
芳
広
・

丸
山　

均
・
峯　

豊
・
川
島
衣
智
子

｢

も
う
一
息
の
受
審
者｣

五　

段

6
8
10
12
14
17
22
40

四　

段

11
12
31
40
49

杖
道
四
・
五
段
審
査
会

（
３
月
20
日
於
東
京
武
道
館
）

五
段
合
格
者

吉
田
大
作
・
羽
藤
眞
弘

四
段
合
格
者

山
本　

彩
・
堀
口
健
太
郎
・
三
浦
俊
浩
・

簗
場
正
明
・
竹
内　

洋

｢

も
う
一
息
の
受
審
者｣

五　

段

1
3

四　

段

1
8
17
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１
．
は
じ
め
に

　

稽
古
に
通
う
楽
し
み
の
一
つ
に
杯
を
交
わ
す
第
二
道
場
が
あ
り
ま
す
。
剣
道

の
真
髄
を
第
二
道
場
で
学
ぶ
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
体
質
的
に
お
酒
に

強
い
弱
い
が
あ
る
の
は
皆
さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
強
い
弱

い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
な
ぜ
顔
が
赤
く
な
り
、
二
日
酔
い
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
第
２
回
目
の
テ
ー
マ
は
第
二
道
場
と
縁
が
深
い
「
お
酒
の

分
解
」
に
つ
い
て
で
す
。

２
．
お
酒
が
分
解
さ
れ
る
ま
で

　

お
酒
に
強
い
弱
い
に
は
遺
伝
的
な
要
素
が
大
き
い
の
が
事
実
で
す
。
こ
れ
は

ア
ル
コ
ー
ル
分
解
に
関
係
す
る
酵
素
の
種
類
が
親
か
ら
遺
伝
す
る
た
め
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
（
化
学
的
に
は
エ
タ
ノ
ー
ル
）
は
ザ
ッ
ク
リ
と
2
段
階
で
分
解
さ

れ
ま
す
（
図
）。
体
内
に
入
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
はA

D
H

（
ア
ル
コ
ー
ル
脱
水

素
酵
素
）
とM

EO
S

（
ミ
ク
ロ
ソ
ー
ム
エ
タ
ノ
ー
ル
酸
化
系
）
で
ア
セ
ト
ア

ル
デ
ヒ
ド
に
分
解
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
はA

LD
H

（
ア

ル
デ
ヒ
ド
脱
水
素
酵
素
）
に
よ
り
無
害
な
酢
酸
に
分
解
さ
れ
ま
す
。
何
だ
か
、

難
し
い
化
学
の
内
容
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ご
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
図
を

見
な
が
ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
無
害
な
酢
酸
とA

D
H

、

M
EO
S

、A
LD
H

の
関
係
だ
け
イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
二
日
酔
い
の
原
因
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

　

分
解
の
順
番
と
は
逆
に
な
り
ま
す
が
、
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
ア
セ
ト

剣
道
と
第
二
道
場塚

原
塚
原  

清
彰
清
彰

ア
ル
デ
ヒ
ド
の
分
解
か
ら
お
話
し
し
ま
す
。
お
酒
を
飲
む
と
顔
が
赤
く
な
り
動

悸
が
す
る
、
頭
痛
・
吐
き
気
な
ど
の
二
日
酔
い
症
状
に
な
る
等
は
ア
セ
ト
ア
ル

デ
ヒ
ド
が
原
因
で
す
。
つ
ま
り
、ALD

H

が
少
な
い
（
又
は
全
く
な
い
）
場
合
、

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
分
解
で
き
な
い
た
め
、
す
ぐ
に
顔
が
赤
く
な
り
、
気

持
ち
悪
く
な
り
ま
す
。
日
本
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
人
種
等
と
異
な
り
、A

LD
H
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る
高
脂
血
症
不
眠
症
の
薬
、免
疫
抑
制
剤
な
ど
の
一
部
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

こ
れ
は
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
がM

EO
S

の
酵
素
の
一
部
を
阻
害
し
、
薬
の
分

解
を
妨
げ
る
（
薬
効
が
強
く
な
る
）
た
め
で
す
。
ご
心
配
な
方
は
医
師
や
薬
剤

師
さ
ん
に
「
自
分
の
薬
は
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
で
飲
ん
で
も
平
気
で

す
か
」と
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
な
お
、MEO

S

で
ア
ル
コ
ー

ル
分
解
に
使
わ
れ
る
酵
素
と
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
が
阻
害
す
る
酵
素
は
別
で

す
。

　

三
つ
目
は
「
お
酒
を
飲
む
と
汗
を
か
く
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
お
話
し
し
た
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
影
響
で
、
血
管
が
拡
張
し
て
血
流
が
よ
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
水
と
二
酸
化
炭
素
に
分
解
さ
れ
、
尿
や
汗
で
排
出

さ
れ
る
た
め
汗
が
増
え
る
の
で
す
。
汗
と
一
緒
に
、
血
中
に
残
っ
て
い
る
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
も
排
出
さ
れ
る
た
め
「
二
日
酔
い
の
稽
古
着
は
酒
臭
く
て
汗

び
っ
し
ょ
り
」
と
い
う
事
態
が
起
き
ま
す
。

　

四
つ
目
は
「
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
蚊
に
刺
さ
れ
や
す
い
」
で
す
。
蚊
は
体

温
が
高
く
、
汗
を
か
き
、
二
酸
化
炭
素
を
出
す
人
に
寄
っ
て
き
ま
す
。
前
述
の

よ
う
に
ア
ル
コ
ー
ル
の
最
後
は
水
と
二
酸
化
炭
素
で
す
。
必
然
的
に
蚊
が
寄
っ

て
き
や
す
く
な
る
の
で
す
。
屋
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
お
酒
を
飲
む
と
き
は
対
策

が
必
須
で
す
。

５
．
稽
古
で
汗
を
か
く
と
お
酒
が
抜
け
る
？

　

こ
れ
は
「
運
動
中
に
水
飲
む
な
」
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
完
全
な
間
違
い
で
す
。

皆
さ
ん
、
お
酒
を
飲
ん
だ
翌
日
に
口
が
乾
く
の
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
脱
水
の
サ
イ
ン
で
す
。
こ
れ
ま
で
お
話
し
し
た
ア
ル
コ
ー
ル

の
分
解
に
は
水
分
が
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
尿
を
出
し
に
く
く
す
る
ホ
ル
モ
ン

（
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
）
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
あ
る
程
度
飲
む
と
、
分
泌
が
抑
制
さ

れ
ま
す
。「
尿
を
出
し
に
く
く
す
る
ホ
ル
モ
ン
が
抑
制
さ
れ
る
」
の
で
、
ト
イ

レ
が
近
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
分
解
に
水
分
が
使
わ
れ
、
尿
が
強
制
的
に

ど
ん
ど
ん
排
出
さ
れ
る
た
め
、
脱
水
に
な
り
ま
す
。
脱
水
の
状
態
で
、
汗
を
か

の
欠
損
率
が
高
い
た
め
、
世
界
的
に
み
る
と
「
お
酒
に
弱
い
人
種
」
と
い
え
ま

す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
治
療
と
し
て
処
方
さ
れ
る
抗
酒
薬
の
一
部

はA
LD
H

を
阻
害
し
ま
す
。A

LD
H

が
阻
害
さ
れ
る
と
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

の
濃
度
が
上
が
り
、
頭
痛
、
吐
き
気
な
ど
の
辛
い
症
状
が
出
る
た
め
、「
お
酒

を
飲
む
と
気
持
ち
悪
く
な
る
か
ら
お
酒
は
や
め
よ
う
」
と
な
る
わ
け
で
す
。

４
．
ア
ル
コ
ー
ル
か
ら
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
へ

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
前
述
のA

D
H

とM
EO
S

に
よ
り
、
肝
臓
で
ア
セ
ト
ア
ル

デ
ヒ
ド
に
分
解
さ
れ
ま
す
。
代
謝
が
遅
い
タ
イ
プ
のA

D
H

の
方
は
、ア
ル
コ
ー

ル
が
な
か
な
か
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
な
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
時
間
が
た
っ

た
翌
日
等
も
ア
ル
コ
ー
ル
が
体
に
残
り
、
酒
臭
く
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
厄
介

な
こ
と
に
、
前
述
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
な
か
な
か
分
解
さ
れ
な
い
た
め
、

顔
が
赤
く
な
り
に
く
く
、
吐
き
気
等
も
起
き
に
く
い
た
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
に
な
り
や
す
い
体
質
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
のM

EO
S

は
薬
な
ど
異
物
の
代
謝
に
関
わ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
も
異
物
で
す
か
ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
に
も
関
係
し
ま
す
。「
お
酒
を
飲
み

続
け
た
ら
強
く
な
っ
た
」
と
い
う
方
は
、M
EO
S

の
酵
素
が
多
く
誘
導
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
す
。「
お
酒
も
稽
古
で
強
く
な
る
」
は
あ
る
意
味
で

は
事
実
で
す
。
た
だ
し
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
期
間
が
続
く
と
誘
導
さ
れ
た
酵
素

は
元
に
戻
り
、
お
酒
に
弱
く
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
雑
学
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。
一
つ
目
は
「
酒
が
強
い
人

（
ま
た
は
酒
を
よ
く
飲
む
人
）
は
鎮
静
剤
か
ら
覚
め
や
す
い
傾
向
に
な
る
」
で

す
。
最
近
は
上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
（
胃
カ
メ
ラ
）
を
鎮
静
剤
併
用
で
行
う

こ
と
も
増
え
ま
し
た
。
検
査
を
受
け
る
方
が
楽
だ
か
ら
で
す
。
お
酒
が
強
い
人

はM
EO
S

の
作
用
で
、
鎮
静
剤
が
早
く
分
解
さ
れ
る
た
め
、
覚
め
や
す
く
な

る
の
で
す
。「
麻
酔
が
効
か
な
い
」と
混
同
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
心
配
は
不
要
で
す
。

　

二
つ
目
は「
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
と
一
緒
に
飲
ん
で
は
い
け
な
い
薬
が
あ
る
」

で
す
。
高
血
圧
な
ど
で
使
う
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
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け
ば
、
脱
水
症
状
が
更
に
悪
化
し
ま
す
。「
入
浴
・
サ
ウ
ナ
で
汗
を
か
い
て
酒

を
抜
く
」
も
同
様
に
間
違
い
で
す
。
脱
水
は
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
や
め
ま
し
ょ
う
。
お
酒
を
抜
く
一
番
の
方
法
は
「
水
分

補
給
」
で
す
。
飲
み
過
ぎ
た
な
、
口
が
乾
く
な
、
と
思
っ
た
時
は
市
販
の
経
口

補
水
液
な
ど
を
飲
む
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

６
．
お
わ
り
に

　

お
酒
は
第
二
道
場
の
潤
滑
油
で
す
が
、
頭
頸
部
癌
（
舌
癌
、
咽
頭
癌
、
喉
頭

癌
な
ど
）
の
代
表
的
な
危
険
因
子
で
も
あ
り
ま
す
。
適
量
の
お
酒
で
楽
し
い
剣

道
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

氏　
　

名　
　

つ
か
は
ら　

き
よ
あ
き

　

年　
　

齢　
　

50
歳

　

出
身
地　
　

埼
玉
県

　

出
身
学
校　
　

東
京
医
科
大
学

　

経　
　

歴　
　

平
成
10
年　

東
京
医
科
大
学
卒
業

　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

東
京
医
科
大
学
大
学
院
入
学

　
　
　
　
　
　
　

平
成
14
年　

医
学
博
士

　
　
　
　
　
　
　

平
成
16
年　

癌
研
附
属
病
院　

頭
頸
科

　
　
　
　
　
　
　

平
成
17
年　

が
ん
研
有
明
病
院　

頭
頸
科
（
名
称
変
更
）

　
　
　
　
　
　
　

平
成
20
年　

東
京
医
科
大
学
八
王
子
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸
部
外
科

　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
8
月　

東
京
医
科
大
学	

耳
鼻
咽
喉
科
学
分
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
任
教
授

　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
7
月　

東
京
医
科
大
学	

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

科
学
分
野
（
組
織
変
更
）
主
任
教
授

　
　
　
　
　
　
　

現
在
に
至
る

　

剣　
　

道　
　

錬
士
六
段

　

座
右
の
銘　
　

恩
を
売
ら
ず
報
い
を
求
め
ず



下
半
期
の
活
動
と
令
和

下
半
期
の
活
動
と
令
和
66
年
度
の
展
望

年
度
の
展
望

　
　

 

居
合
道
部
会　
　
　
　

会
長　

伊
藤　

繁
男

　

昨
年
10
月
に
東
京
武
道
館
で
開
催

さ
れ
た
﹃
全
日
本
居
合
道
大
会
﹄
後

の
最
大
の
行
事
は
、
新
年
早
々
に
開

催
さ
れ
た
﹃
関
東
甲
信
越
居
合
道
大

会
﹄（
主
催
・
東
京
都
剣
道
連
盟
、

主
管
・
居
合
道
部
会
）
で
し
た
。
27

回
目
と
な
る
こ
の
大
会
は
参
加
者
も

１
０
３
３
名
を
数
え
る
日
本
で
も
有

数
の
大
会
、
そ
し
て
地
区
限
定
の
大

会
と
し
て
は
全
国
最
大
規
模
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
多
人
数
の
大

会
を
大
過
な
く
実
施
で
き
た
の
は
、

こ
れ
ま
で
の
26
回
に
わ
た
る
経
験
、

三
年
連
続
し
て
全
日
本
居
合
道
大
会

に
携
わ
っ
た
事
に
よ
る
運
営
実
績
の

蓄
積
も
相
ま
っ
て
、
会
員
一
同
の
協

力
と
研
鑽
が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
る
と

痛
感
す
る
と
と
も
に
、
本
大
会
が
こ

れ
か
ら
の
大
会
運
営
の
一
つ
の
基
準

と
な
る
大
会
に
な
っ
た
と
実
感
し
ま

し
た
。

　

講
習
会
に
関
し
て
は
、１
月
に﹃
登

録
審
査
員
な
ら
び
に
指
導
者
講
習

会
﹄（
２
回
目
）
と
﹃
六
・
七
段
受
審

者
講
習
会
﹄（
３
回
目
）、２
月
に
﹃
古

流
研
修
会
﹄、
３
月
に
﹃
八
段
受
審

者
講
習
会
﹄（
２
回
目
）
を
実
施
し

ま
し
た
。
居
合
道
部
会
を
活
性
化
す

る
た
め
に
今
何
が
一
番
求
め
ら
れ
て

い
る
の
か
を
考
え
た
時
、
部
会
活
動

の
中
心
に
い
る
支
部
・
地
区
指
導
者

の
指
導
力
を
含
む
実
技
力
の
更
な
る

向
上
と
意
識
改
革
の
必
要
性
に
至

り
、﹃
指
導
者
講
習
会
﹄
を
昨
年
度

と
同
様
に
最
重
点
の
講
習
に
し
ま
し

た
。
今
回
の
﹃
古
流
研
修
会
﹄
は
従

来
と
は
異
な
り
、
流
派
の
解
説
に
と

ど
ま
ら
ず
、
自
流
派
の
演
武
水
準
を

判
断
す
る
基
準
を
他
流
派
に
示
し
理

解
を
求
め
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、﹃
夢

想
神
伝
流
・
無
双
直
伝
英
信
流
・
無

外
流
・
伯
耆
流
・
田
宮
流
﹄
の
講
習

と
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
は
令
和
４
・
５
年
度

の
実
績
を
踏
ま
え
、
従
来
の
仕
様
に

と
ら
わ
れ
ず
に
よ
り
良
い
あ
り
方
を

取
り
入
れ
て
、
会
員
の
「
居
合
道
人

そ
し
て
部
会
会
員
と
し
て
の
自
覚
」

を
生
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

杖
道
へ
の
い
ざ
な
い

杖
道
へ
の
い
ざ
な
い

　
　
　
剣
道
人
の
皆
様
へ

東
京
都
剣
道
連
盟
杖
道
部
会

桃
林
杖
道
会
代
表　

髙
山　

一
三

　

夫
婦
で
剣
道
を
始
め
た
の
は
約
30

年
前
、
子
供
た
ち
の
先
生
か
ら
「
両

親
も
ご
一
緒
に
」
と
勧
め
ら
れ
て
の

こ
と
で
し
た
。
10
年
後
、
あ
る
剣
道

大
会
で
杖
道
演
武
を
観
て
感
動
し
、

杖
道
も
始
め
ま
し
た
。
当
時
は
二
人

と
も
剣
道
四
段
。
さ
ら
に
剣
道
で
上

を
目
指
す
た
め
に
片
手
間
で
杖
道
を

稽
古
し
始
め
た
感
じ
で
す
が
、
東
京

都
大
会
の
二
段
の
部
で
優
勝
し
た
頃

か
ら
、
徐
々
に
杖
道
そ
の
も
の
に
魅

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
７
年
以
降
は
全
日
本
大
会

や
夏
の
全
剣
連
講
習
会
に
も
欠
か
さ

ず
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
全
国
に

多
く
の
杖
友
の
輪
が
広
が
り
ま
し

た
。
ま
た
一
昨
年
よ
り
京
都
演
武
大

会
に
杖
道
や
各
種
形
の
部
で
も
参

加
。
武
徳
殿
の
厳
か
な
雰
囲
気
の
中

で
素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
２
年
前
か
ら
は
桃

林
杖
道
会
と
い
う
と
こ
ろ
で
後
進
指

導
に
も
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
責
任
は
重
大
で
す
が
、
熱
心
に

付
い
て
来
て
下
さ
る
仲
間
が
徐
々
に

増
え
、
二
人
に
と
っ
て
と
て
も
大
切

な
場
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

杖
道
の
流
祖
は
４
０
０
年
前
の
剣

の
達
人
、
夢
想
権
之
助
。
宮
本
武
蔵

に
剣
の
立
ち
合
い
で
敗
れ
た
後
、
山

に
籠
っ
て
杖
術
を
編
み
出
し
、
再
戦

時
に
は
勝
利
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
杖
道
は
打
太
刀
（
剣
）
と
杖

で
行
い
、
剣
に
対
し
て
杖
が
勝
つ
稽

古
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

杖
が
重
視
さ
れ
、
杖
の
稽
古
に
力
が

入
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
桃
林
で
は
打
太
刀
を
重
視

し
、
木
刀
で
の
五
行
の
構
え
、
足
捌

き
、
素
振
り
を
必
ず
稽
古
に
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

　

妻
は
諸
事
情
に
よ
り
剣
道
を
卒
業

し
ま
し
た
が
、
私
の
方
は
先
日
剣
道

教
士
号
を
拝
命
、
杖
道
を
並
行
し
て

修
行
し
て
き
た
お
か
げ
で
す
。
と
い

う
こ
と
で
剣
道
人
の
皆
様
、
是
非
杖

道
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
中
山
博

道
先
生
の
よ
う
に
、「
剣
道
の
裏
が

判
る
」
よ
う
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
よ
。
同
じ
形
武
道
で
す
か
ら
剣
道

形
も
上
手

く
な
る
こ

と
請
け
合

い
で
す
。

桃
林
の
会

員
は
剣
道

経
験
者
が

約
半
数
を

占
め
て
い

ま
す
。
ご

連
絡
お
待

ち
し
て
い

ま
す
！

関東甲信越居合道大会

桃林杖道会のメンバー
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支

部

活

動

報

告

支

部

活

動

報

告

70
周
年
記
念
行
事
と
現
在
の
取
組
み

文
京
区
剣
道
連
盟　
　

会
長　

吉
野　

明
男

　

平
素
よ
り
、
文
京
区
剣
道
連
盟
発

展
の
た
め
、
東
京
都
剣
道
連
盟
を
は

じ
め
、
中
央
四
区
の
剣
道
連
盟
の
先

生
方
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
９
５
２
年
に
発
足
し
た
文
京
区

剣
道
連
盟
は
、
２
０
２
２
年
に
70
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
10
月
に
は
、
第
69
回

文
京
区
民
剣
道
大
会
を
、
70
周
年
記

念
行
事
と
し
て
、
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

普
段
は
、
小
学
生
お
よ
び
中
学
生

の
団
体
戦
、
高
校
生
お
よ
び
一
般
の

男
女
の
個
人
戦
で
す
が
、
70
周
年
記

念
行
事
で
は
、
各
会
の
ベ
ス
ト
メ
ン

バ
ー
を
選
出
し
た
、
３
人
制
の
団
体

戦
も
行
い
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

定
例
行
事
と
し
て
は
、従
来
か
ら
、

主
に
大
人
会
員
を
対
象
と
し
た
月
例

稽
古
会
を
開
催
し
て
お
り
、
元
立
ち

の
先
生
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

剣
友
会
の
枠
を
超
え
て
汗
を
流
し
、

ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

前
回
ご
紹
介
し
た
、
女
子
稽
古
会

に
関
し
て
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
女
性

会
員
を
対
象
と
し
て
お
り
、
剣
道
形

や
基
礎
稽
古
を
中
心
に
指
導
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
る

先
生
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
高
段
者

の
数
も
増
え
て
き
て
い
る
状
況
で

す
。

　

そ
し
て
70
周
年
を
機
に
、
若
手
選

手
の
定
期
的
な
稽
古
も
開
催
し
ま
し

た
。
文
京
区
を
代
表
し
て
各
種
大
会

に
出
場
す
る
選
手
や
チ
ー
ム
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
作
り
、
次
世
代

　

ま
た
、
定
期
的
な
小
中
学
生
の
稽

古
会
も
設
け
、
級
審
査
や
段
審
査
の

ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
た
り
、
自
分
た
ち

の
所
属
メ
ン
バ
ー
以
外
と
稽
古
を
で

き
る
よ
う
な
機
会
を
作
り
、
文
京
区

全
体
で
子
供
達
が
仲
良
く
で
き
る
よ

う
な
環
境
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

前
述
し
た
通
り
、「
先
生
か
ら
生

徒
へ
」
の
「
縦
の
技
術
の
継
承
」
と
、

「
仲
間
同
士
」
で
の
、「
横
の
技
術
の

共
有
お
よ
び
成
長
」
が
で
き
る
よ
う

に
、
会
員
全
員
で
切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
て
い

き
た
い
所
存
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
活
動

新
宿
区
剣
道
連
盟　
　
　

理
事
長　

清
水　

宣
治

　

新
宿
区
剣
道
連
盟
は
、
昭
和
27
年

に
東
京
都
剣
道
連
盟
や
全
日
本
剣
道

連
盟
設
立
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
、
新

宿
区
内
剣
道
愛
好
家
が
集
ま
り
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
35
年
か
ら
は
定

例
の
稽
古
場
所
を
確
保
し
、
現
在
は

新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
武
道
場
で

稽
古
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。火
・

木
・
土
曜
日
の
夕
刻
か
ら
夜
間
、
水
・

を
担
う
若
手
選
手
の
稽
古
を
図
っ
て

い
ま
す
。

文京区民剣道大会開会式

文京区民剣道大会団体戦決勝戦
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剣
道
大
会
」、
６
月
に
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
と
共
催
の
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗

争
奪
新
宿
区
少
年
剣
道
大
会
」、
9

月
に
は
「
新
宿
区
民
総
合
体
育
大
会

剣
道
大
会
」
の
三
大
会
を
運
営
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
10
月
に
は
三
段

以
下
昇
段
審
査
会
、
6
月
と
11
月
に

は
昇
級
審
査
会
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
前
と
昨
年
度
の
参
加
者

数
を
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
剣
道
大

会
で
は
コ
ロ
ナ
前
の
約
80
％
程
度

に
、
審
査
会
で
は
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
前
水

準
に
戻
っ
て
お
り
ま
す
。

　

火
・
木
・
土
曜
日
の
夕
方
か
ら
は

少
年
部
稽
古
会
と
併
せ
て
一
般
初
心

者
稽
古
会
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の

参
加
者
の
多
く
が
外
国
籍
の
方
と

な
っ
て
お
り
、
当
連
盟
の
特
色
か
と

も
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
水
・

金
曜
日
午
前
の
一
般
稽
古
会
で
は
女

性
や
高
齢
者
の
参
加
が
多
く
、
女
性

参
加
や
生
涯
剣
道
に
寄
与
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

明
日
に
向
け
て

一
般
財
団
法
人
目
黒
区
剣
道
連
盟

理
事
長　

長
澤　

良
治

　

当
連
盟
は
、
剣
道
、
居
合
道
お
よ

び
杖
道
の
普
及
伝
承
を
図
る
た
め
、

区
立
体
育
館
５
館
に
指
導
員
を
派
遣

し
て
目
黒
区
の
一
般
公
開
事
業
活
動

に
協
力
し
て
い
る
ほ
か
、
剣
道
大
会

の
主
管
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
講
習

会
、
指
導
者
研
修
会
、
剣
道
段
・
級

位
審
査
会
の
開
催
な
ど
の
各
種
事
業

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
区
立
中
央
体
育
館
で
は
年

末
・
年
始
及
び
年
２
回
行
わ
れ
る
剣

道
大
会
の
日
を
除
き
、
毎
日
、
剣
道

の
稽
古
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
日
曜
日
と
祝
・
祭
日
に

は
、
居
合
道
お
よ
び
杖
道
の
稽
古
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
12
月
初
旬
に
中
国
の
武

金
曜
日
の
午
前
と
、
稽
古
時
間
を
確

保
で
き
て
お
り
、
会
員
の
充
実
し
た

稽
古
環
境
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
連
盟
の
会
長
に
昨
年
就
任
し
た

栗
原
正
和
教
士
八
段
の
下
、
基
本
方

針
で
あ
る
「
交
剣
知
愛
」、「
生
涯
剣

道
」、「
青
少
年
育
成
」、「
国
際
交

流
」
の
実
践
に
向
け
活
動
し
て
お
り

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
公
共
の

体
育
館
等
が
使
用
で
き
な
い
時
期
を

除
き
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
実
施
し
て
の

稽
古
会
を
開
催
し
、
昨
年
度
か
ら
は

ほ
ぼ
平
常
時
に
近
い
状
態
で
活
動
を

継
続
出
来
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
で

は
、少
年
部
が
日
帰
り
で
秩
父
市
へ
、

一
般
会
員
は
貸
し
切
り
バ
ス
で
一
泊

の
静
岡
市
へ
の
訪
問
稽
古
を
実
施
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

会
員
は
、
東
京
都
剣
道
連
盟
登
録

会
員
の
ほ
か
、
準
会
員
・
少
年
会
員
・

団
体
会
員
合
わ
せ
て
３
７
０
名
（
令

和
５
年
度
）が
所
属
し
て
お
り
ま
す
。

団
体
会
員
に
は
早
稲
田
大
学
剣
道
同

好
会
が
参
加
し
て
お
り
、
稽
古
会
や

試
合
参
加
の
ほ
か
、
大
会
運
営
や
少

年
部
指
導
の
協
力
も
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

剣
道
大
会
は
、
５
月
の
「
新
宿
区

新年稽古会

目黒区体育祭剣道大会試合
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る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
小
・
中
学
生
の
剣
道
人
口
の
減

少
な
ど
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し

た
。
令
和
５
年
５
月
以
降
、
徐
々
に

緩
和
さ
れ
て
き
た
コ
ロ
ナ
対
策
に
併

せ
て
当
連
盟
の
事
業
も
平
常
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
更
に
今
後
の

事
業
拡
大
に
資
す
る
た
め
、
各
体
育

館
の
協
力
を
得
な
が
ら
「
こ
ど
も
剣

道
」、「
居
合
道
・
杖
道
」
の
体
験
教

室
の
開
催
や
地
域
の
小
学
校
に
「
こ

ど
も
剣
道
」
参
加
者
募
集
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
年
度
か

ら
女
性
の
剣
道
人
口
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
毎
週
水
曜
日
の
午

後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
、
中
学
生
以

上
の
女
性
を
対
象
と
し
た
「
女
性
剣

道
」
の
稽
古
を
中
央
体
育
館
で
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
当

連
盟
で
は
明
日
に
向
け
た
地
道
な
努

力
を
積
み
重
ね
剣
道
・
居
合
道
お
よ

び
杖
道
の
普
及
発
展
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ず
Ｏ
Ｂ
８
名
、
現
役
乗
務
員
５
名
、

計
13
名
と
予
想
外
の
少
な
い
人
数
と

な
り
ま
し
た
。
尚
94
歳
と
な
る
副
会

長
の
滝
澤
義
信
先
生
が
元
気
で
参
加

さ
れ
「
高
齢
に
な
っ
て
も
老
い
る
こ

と
を
忘
れ
元
気
が
湧
き
出
る
剣
道

を
」
と
そ
の
良
き
お
手
本
を
示
さ
れ

ま
し
た
。
我
々
も
手
本
と
し
、
ま
た

目
標
と
し
た
い
も
の
で
す
。
合
宿
の

内
容
は
①
昇
段
審
査
に
向
け
て
②
試

合
審
判
法
③
日
本
剣
道
形
と
し
ま
し

た
。
講
師
に
は
長
年
警
視
庁
範
士
八

段
の
先
生
に
指
導
を
お
願
い
し
て
い

ま
し
た
が
今
回
は
当
連
盟
次
世
代
の

指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き	

た
く
、
若
手
筆
頭
者
で
あ
る
山
中

皇き
み
ゆ
き幸
氏
に
講
師
を
お
願
い
し
、
快
く

引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山

中
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
体
験
し
、

ま
た
勉
強
さ
れ
た
資
料
に
も
と
づ
き

分
か
り
易
く
丁
寧
に
説
明
、
参
加
者

か
ら
自
分
の
日
頃
の
稽
古
に
取
り
組

む
姿
勢
、
捉
え
方
の
反
省
等
々
の
声

が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
、
参
加
人
数

は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
明
る
く
楽

し
い
実
り
の
多
い
合
宿
で
し
た
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
消
え
て
い
た

合
宿
の
明
か
り
を
点と

も

す
事
が
で
き
大

変
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
、
山
中
氏

漢
市
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
が
報
告
さ
れ
て
か
ら
、
わ
ず
か
数

か
月
の
期
間
に
世
界
的
な
流
行
と

な
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
は
、
我
が
国
に
お

い
て
も
、
国
内
初
の
感
染
者
が
確
認

さ
れ
た
令
和
２
年
１
月
中
旬
以
降
、

令
和
５
年
５
月
初
旬
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
「
第
５
類
感
染

症
」
に
変
更
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
、

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
や
自
主
規
制

等
に
よ
り
、
各
種
の
社
会
的
制
限
が

加
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
当
連
盟
で
も

各
種
事
業
の
縮
小
、
延
期
、
中
止
な

ど
の
措
置
を
講
じ
て
活
動
を
続
け
ざ

高
齢
者
の
た
め
の
剣
道

東
京
都
交
通
局
剣
道
連
盟　

理
事
長　

徳
竹　

良
男

　

合
宿
・
祝
賀
会
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
の
合
宿
は
新
潟
県
湯

沢
町
に
て
９
月
28
～
29
日
の
一
泊
二

日
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
す
る
Ｏ
Ｂ
も
高
齢
と
な
り
長

距
離
や
高
速
道
路
の
運
転
は
大
変
で

あ
る
と
の
声
を
聴
き
、
移
動
手
段
が

気
楽
な
電
車
を
利
用
し
て
も
行
け
る

会
場
と
し
ま
し
た
。
参
加
人
数
20
名

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
会
長
の

体
調
不
良
、
理
事
長
が
腰
椎
手
術
後

の
体
力
回
復
が
遅
れ
共
に
参
加
で
き

目黒区体育祭剣道大会選手宣誓

合宿にて山中講師による指導
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祝
賀
会
を
連
盟
主
催
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
令
和
５
年
11
月
、
厳

し
い
審
査
会
の
中
、
３
名
の
方
が
見

事
七
段
に
合
格
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

難
関
突
破
は
日
頃
よ
り
の
研
究
・
工

夫
努
力
さ
れ
た
も
の
が
身
に
付
き
自

分
自
身
の
剣
道
が
審
査
員
の
こ
こ
ろ

を
捉
え
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
合

格
者
の
中
に
89
歳
と
高
齢
の
塚
原
忠

明
先
生
が
お
り
ま
す
。
高
齢
に
な
っ

て
も
活
躍
で
き
、
人
生
を
日
々
愉
し

め
る
剣
道
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

剣
道
は
素
晴
ら
し
い
‼　

こ
の
３
名

の
方
の
昇
段
祝
賀
会
を
６
月
１
日
銀

座
キ
ャ
ピ
タ
ル
ホ
テ
ル
に
て
賑
や
か

に
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

支

部

活

動

報

告

支

部

活

動

報

告

に
は
こ
の
合
宿
を
機
に
自
信
を
も
っ

て
当
連
盟
の
指
導
者
と
し
て
ま
た
、

各
地
域
社
会
に
お
い
て
正
し
い
剣
道

の
振
興
、
普
及
発
展
に
努
め
て
と
強

く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

昇
段
祝
賀
会
の
開
催

　

当
連
盟
正
会
員
対
象
で
七
段
２
名

以
上
の
合
格
者
が
誕
生
し
た
ら
昇
段

昇段祝賀会
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寛仁親王杯
第24回剣道八段選抜大会
日時：令和6年9月7日（土）　午後2時30分開会

場所：東京武道館　主催：一般財団法人東京都剣道連盟

第63回東京都剣道選手権大会
日時：令和6年9月7日（土）　午前9時開会

場所：東京武道館　主催：一般財団法人東京都剣道連盟

女性への剣道の普及に向けて･････････ 吉岡成子
居合道部会新役員 ･･････････････････････････
令和５年度事業報告･････････････････････････
令和５年度決算･････････････････････････････
令和６年度予算･････････････････････････････
加盟団体の段位別・登録者集計報告････････････
東京都剣道段位別受審者（申込者）数の推移 ････
大会記録・報告･･････････････････････････････
審査会報告 ････････････････････････････････
剣道と第二道場･････････････････････ 塚原清彰
居合道部会活動報告 ････････････････ 伊藤繁男
杖道部会活動報告 ･･････････････････ 髙山一三
支部活動報告 ･･････････････････････････････
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